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(57)【要約】
【課題】農業用品のための添加剤混合物を提供する。
【解決手段】（ａ）有機ポリマー及び
（ｂ）以下の成分
　（ｂ－０）光増感剤、
　（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び所望により
　（ｂ－ＩＩ）無機過酸化物又は無機超酸化物
　を含む添加剤混合物
を含む組成物から作られた農業用品。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）有機ポリマー及び
（ｂ）以下の成分
　（ｂ－０）光増感剤、
　（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び所望により
　（ｂ－ＩＩ）無機過酸化物又は無機超酸化物
　を含む添加剤混合物
を含む組成物から作られた農業用品。
【請求項２】
成分（ｂ－Ｉ）は、炭素原子数２ないし３６のカルボン酸の、Ｆｅ、Ｃｅ、Ｃｏ、Ｍｎ、
Ｃｕ又はＶ塩である、請求項１に記載の農業用品。
【請求項３】
成分（ｂ－Ｉ）は、炭素原子数１２ないし２０のアルカン酸のＭｎ塩又は炭素原子数１２
ないし２０のアルケン酸のＭｎ塩である、請求項１に記載の農業用品。
【請求項４】
成分（ｂ－ＩＩ）は、アルカリ金属、アルカリ土類金属又は遷移金属の無機過酸化物、或
いはアルカリ金属、アルカリ土類金属又は遷移金属の無機超酸化物である、請求項１に記
載の農業用品。
【請求項５】
成分（ｂ－ＩＩ）は、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム、過酸化ストロンチウム、
過酸化バリウム、過酸化リチウム、過酸化ナトリウム、過酸化カリウム、過酸化亜鉛、過
酸化銀、過酸化銅、過酸化鉄、超酸化リチウム、超酸化ナトリウム、超酸化カリウム、超
酸化ルビジウム又は超酸化セシウムである、請求項１に記載の農業用品。
【請求項６】
成分（ｂ－ＩＩ）は、過酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム又は過
酸化亜鉛である、請求項１に記載の農業用品。
【請求項７】
成分（ｂ－０）は、ポリテルペン樹脂、又はアントラキノン誘導体である、請求項１に記
載の農業用品。
【請求項８】
成分（ｂ－０）は、ポリ－α－ピネン、ポリ－β－ピネン、ポリリモネン、或いはα－ピ
ネンのコポリマー、β－ピネンのコポリマー又はリモネンのコポリマーからなる群より選
択されるポリテルペン樹脂である、請求項１に記載の農業用品。
【請求項９】
成分（ｂ－０）は、ポリ－β－ピネンである、請求項１に記載の農業用品。
【請求項１０】
成分（ｂ－０）が、式（Ａ）又は（Ｂ）
【化１】
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【化２】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオ
キシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原
子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２
又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の
炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロア
ルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１
０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基に
より置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基
からなる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子
数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテ
ロ環基、ポリオキシアルキレン残基；又は基－Ｏ－Ｘ１、－Ｃ（Ｏ）－Ｘ２、－Ｏ－Ｃ（
Ｏ）－Ｘ３、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｘ４、－Ｎ（Ｘ５）（Ｘ６）、－Ｓ－Ｘ７、－ＳＯ２－Ｏ
－Ｘ８、又は－ＳＯ２－Ｎ（Ｘ９）（Ｘ１０）を表し、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９及びＸ１０は、互いに独立し
て、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキ
ルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１
０のアルキルオキシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアル
キル基；炭素原子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアル
キル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原
子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１
、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ない
し９のシクロアルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原
子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２
又は３個の基により置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基
、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及
びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又
は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシアルキレン残基を表すが；但し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ

３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち少なくとも１つの基は水素原子と
は異なり；
　ｎは２又は３を表し、
　ｎが２を表す場合、Ａは、基－Ｙ１－Ｚ１－Ｙ２－又は基－ＳＯ２－Ｎ（Ｇ０）－Ｚ１

－Ｎ（Ｇ１）－ＳＯ２－を表し、
　Ｙ１及びＹ２は、互いに独立して、＞Ｎ－Ｇ２、－Ｏ－又は－Ｓ－を表し、
　Ｚ１は、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、酸素原子、硫黄原子又は＞Ｎ－Ｇ３

により中断された炭素原子数２ないし１６のアルキレン基；炭素原子数２ないし１２のア
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ルケニレン基、炭素原子数２ないし１２のアルキニレン基、炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン－（炭素原子数１ないし
４のアルキレン）－炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基、炭素原子数１ないし
４のアルキレン－（炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン）－炭素原子数１ないし
４のアルキレン基、フェニレン基、フェニレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）
－フェニレン基又は炭素原子数１ないし４のアルキレン－フェニレン－炭素原子数１ない
し４のアルキレン基又は式
【化３】

で表される基を表し、
　Ｙ３は、－Ｏ－Ｇ４、－Ｓ－Ｇ５又は－Ｎ（Ｇ６）（Ｇ７）を表し、
　Ｇ０、Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、Ｇ５、Ｇ６及びＧ７は、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオ
キシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原
子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２
又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の
炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロア
ルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１
０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基に
より置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基及びヒドロキシ基から
なる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７
ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環
基、又はポリオキシアルキレン残基を表し；
　ｎが３を表す場合、Ａは、基－Ｙ４－Ｚ２（Ｙ５－）（Ｙ６－）を表し、
　Ｙ４、Ｙ５及びＹ６は、互いに独立して、－Ｎ（Ｇ８）－、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－Ｎ
（Ｇ９）－ＳＯ２－を表し、
　Ｇ８及びＧ９は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、
炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル）
アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基又はヒドロキシ基により置換され
た炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし２０のアルケニル基、炭素
原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のア
ルキル基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数５な
いし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基に
より置換された炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基；フェニル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基
からなる群より選択される１、２又は３個の基により置換されたフェニル基；炭素原子数
７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルコキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の
基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換
であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシアルキレン残基を表
し、及び
　Ｚ２は、炭素原子数５ないし２５のアルカントリイル基又は２，４，６－トリアジント
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で表されるアントラキノン誘導体である、請求項１に記載の農業用品。
【請求項１１】
成分（ｂ－０）は、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のう
ち７つの基が水素原子を表し且つこの群の１つの基が水素原子とは異なるところの式（Ａ
）で表されるアントラキノン誘導体である、請求項１０に記載の農業用品。
【請求項１２】
成分（ｂ－０）は、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のう
ち６つの基が水素原子を表し且つこの群の２つの基が水素原子とは異なるところの式（Ａ
）で表されるアントラキノン誘導体である、請求項１０に記載の農業用品。
【請求項１３】
成分（ｂ－０）は、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ５が水素原子と
は異なるか、又は
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ６が水素原子と
は異なるか、又は
　Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ２及びＲ６が水素原子
とは異なるか、又は
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ５及びＲ６が水素原子
とは異なるか、又は
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ１及びＲ５が水素原子
とは異なる
ところの式（Ａ）で表されるアントラキノン誘導体である、請求項１０に記載の農業用品
。
【請求項１４】
成分（ｂ－０）は、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表すところの式（Ａ）で表さ
れるアントラキノン誘導体である、請求項１０に記載の農業用品。
【請求項１５】
成分（ｂ－０）は、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８が、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数８ないし２０のアルキル基、基－Ｏ－Ｘ１、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｘ３、－Ｎ（Ｘ

５）（Ｘ６）又は－ＳＯ２－Ｎ（Ｘ９）（Ｘ１０）を表し、
　Ｘ１が、水素原子、炭素原子数８ないし２０のアルキル基、又は未置換であるか又は置
換された５又は６員環のヘテロ環基を表し；Ｘ３、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ９及びＸ１０が、互い
に独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、又は未置換であるか又は
置換された５又は６員環のヘテロ環基を表すが；但し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、
Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち１つ又は２つの基は水素原子とは異なり、且つこの
群のその他の基は水素原子を表す
ところの式（Ａ）で表されるアントラキノン誘導体である、請求項１０に記載の農業用品
。
【請求項１６】
成分（ｂ－０）は、式（Ｂ－１）
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【化４】

で表されるアントラキノン誘導体である、請求項１０に記載の農業用品。
【請求項１７】
成分（ｂ－０）は、
　ｎが２又は３を表し、
　ｎが２を表す場合、Ａが基－ＳＯ２－Ｎ（Ｈ）－Ｚ１－Ｎ（Ｈ）－ＳＯ２－を表し、
　Ｚ１が炭素原子数２ないし２０のアルキレン基を表し；及び
　ｎが３を表す場合、Ａは基
【化５】

を表す
ところの式（Ｂ）で表されるアントラキノン誘導体である、請求項１０に記載の農業用品
。
【請求項１８】
成分（ｂ－０）は、ポリ－β－ピネン又は１，２－ビス［２－エチルヘキシルオキシ］ア
ントラキノンであり、
　成分（ｂ－Ｉ）は、ステアリン酸マンガンであり、及び
　成分（ｂ－ＩＩ）は、過酸化カルシウムである、
請求項１に記載の農業用品。
【請求項１９】
以下の成分
　（ｂ－０）ポリテルペン、及び
　（ｂ－Ｉ）炭素原子数２ないし３６のカルボン酸の、Ｆｅ、Ｃｅ、Ｍｎ、Ｃｕ又はＶ塩
を含む添加剤混合物。
【請求項２０】
以下の成分
　（ｂ－ＩＩＩ）充填材又は強化材、
　（ｂ－ＩＶ）顔料、
　（ｂ－Ｖ）光安定剤、
　（ｂ－ＶＩ）加工添加剤、
　（ｂ－ＶＩＩ）抗酸化剤、
　（ｂ－ＶＩＩＩ）Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ又はＡｌの無機又は有機塩、或いは、Ｃａ、Ｍｇ、
Ｚｎ又はＡｌの酸化物
の１種以上をさらに含む、請求項１に記載の農業用品。
【請求項２１】
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以下の成分
　（ｂ－ＩＶ）顔料、
　（ｂ－Ｖ）光安定剤
の１種以上をさらに含む、請求項１に記載の農業用品。
【請求項２２】
成分（ａ）は、熱可塑性の天然又は合成ポリマーである、請求項１に記載の農業用品。
【請求項２３】
成分（ａ）は、ポリオレフィンホモ－又はコポリマー、澱粉で変性されたポリオレフィン
又は澱粉をベースとしたポリマー複合体である、請求項１に記載の農業用品。
【請求項２４】
成分（ａ）は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンコポリマー又はポリプロピ
レンコポリマーである、請求項１に記載の農業用品。
【請求項２５】
マルチフィルム、小トンネル用フィルム、バナナバッグ、ダイレクトカバー、不織布、よ
り糸及び鉢からなる群より選択される、請求項１に記載の農業用品。
【請求項２６】
マルチフィルムである、請求項１に記載の農業用品。
【請求項２７】
有機ポリマーから作られた農業用品の耐候性及び分解を制御する方法であって、該方法は
、請求項１に定義される添加剤混合物を該有機ポリマーに配合することを含む、方法。
【請求項２８】
有機ポリマーから作られた農農業用品の耐候性及び分解を制御するための、請求項１に定
義される添加剤混合物の使用。
【請求項２９】
以下の成分
（ｂ－０）光増感剤、
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び所望により
（ｂ－ＩＩ）無機過酸化物又は無機超酸化物
を含む添加剤混合物。
【請求項３０】
以下の成分
（ｂ－０）光増感剤、
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び
（ｂ－Ｖ）式
【化６】

で表される２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１，４－ジイル基を含む光安定剤
を含む添加剤混合物。
【請求項３１】
以下の成分
（ｂ－０）光増感剤、
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び
（ｂ－ＩＶ）カーボンブラック
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を含む添加剤混合物。
【請求項３２】
以下の成分
（ｂ－０）式（Ａ★）又は（Ｂ★）
【化７】

【化８】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数８ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオ
キシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原
子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２
又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の
炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロア
ルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１
０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基に
より置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基
からなる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子
数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテ
ロ環基、ポリオキシアルキレン残基；又は基－Ｏ－Ｘ１、－Ｃ（Ｏ）－Ｘ２、－Ｏ－Ｃ（
Ｏ）－Ｘ３、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｘ４、－Ｎ（Ｘ５）（Ｘ６）、－Ｓ－Ｘ７、－ＳＯ２－Ｏ
－Ｘ８、又は－ＳＯ２－Ｎ（Ｘ９）（Ｘ１０）を表し、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９及びＸ１０は、互いに独立し
て、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１
０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基又はヒドロキシ基
により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし２０のアル
ケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２又は３個の炭素原子数１
ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；
炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０
のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基；フェニル基
、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及
びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基により置換されたフェニル
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基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基
、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択され
る１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７ないし９のフェニル
アルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシ
アルキレン残基を表し；及び
　Ｘ１は、さらに炭素原子数８ないし２０のアルキル基を表し；及び
　Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９及びＸ１０は、互いに独立して、さ
らに炭素原子数１ないし２０のアルキル基を表すが；但し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ

５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち少なくとも１つの基は水素原子とは異なり；
　ｎは２又は３を表し、
　ｎが２を表す場合、Ａは、基－Ｙ１－Ｚ１－Ｙ２－又は基－ＳＯ２－Ｎ（Ｇ０）－Ｚ１

－Ｎ（Ｇ１）－ＳＯ２－を表し、
　Ｙ１及びＹ２は、互いに独立して、＞Ｎ－Ｇ２、－Ｏ－又は－Ｓ－を表し、
　Ｚ１は、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、酸素原子、硫黄原子又は＞Ｎ－Ｇ３

により中断された炭素原子数２ないし１６のアルキレン基；炭素原子数２ないし１２のア
ルケニレン基、炭素原子数２ないし１２のアルキニレン基、炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン－（炭素原子数１ないし
４のアルキレン）－炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基、炭素原子数１ないし
４のアルキレン－（炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン）－炭素原子数１ないし
４のアルキレン基、フェニレン基、フェニレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）
－フェニレン基又は炭素原子数１ないし４のアルキレン－フェニレン－炭素原子数１ない
し４のアルキレン基又は式
【化９】

で表される基を表し、
　Ｙ３は、－Ｏ－Ｇ４、－Ｓ－Ｇ５又は－Ｎ（Ｇ６）（Ｇ７）を表し、
　Ｇ０、Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、Ｇ５、Ｇ６及びＧ７は、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオ
キシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原
子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２
又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の
炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロア
ルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１
０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基に
より置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基及びヒドロキシ基から
なる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７
ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環
基、又はポリオキシアルキレン残基を表し；
　ｎが３を表す場合、Ａは、基－Ｙ４－Ｚ２（Ｙ５－）（Ｙ６－）を表し、
　Ｙ４、Ｙ５及びＹ６は、互いに独立して、－Ｎ（Ｇ８）－、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－Ｎ
（Ｇ９）－ＳＯ２－を表し、
　Ｇ８及びＧ９は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、
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炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル）
アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基又はヒドロキシ基により置換された炭
素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子
数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキ
ル基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし
９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により
置換された炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ない
し１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基から
なる群より選択される１、２又は３個の基により置換されたフェニル基；炭素原子数７な
いし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ない
し１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の
基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換
であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシアルキレン残基を表
し、及び
　Ｚ２は、炭素原子数５ないし２５のアルカントリイル基又は２，４，６－トリアジント
リイル基を表す。］
で表されるアントラキノン誘導体、及び
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩
を含む添加剤混合物。
【請求項３３】
　２，６－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノン、
　１－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－イルアミ
ノ）－アントラキノン、
　２－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－イルアミ
ノ）－アントラキノン、
　２，６－ビス［４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－
イルオキシ］－アントラキノン、
　２－（２－エチル－ヘキシルオキシ）－１－オクタデシルオキシ－アントラキノン、
　１，２－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノン、
　１，２－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノン、
　１，２－ビス［オクチルオキシ］アントラキノン、
　１，５－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノン、
　９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－スルホン酸ドデシルア
ミド、
　２，６－ビス［ステアロイルオキシ］アントラキノン、及び
　ビス［９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－スルホン酸］－
１’，１２’－ドデカンジイルジアミド
からなる群より選択されるアントラキノン誘導体。
【請求項３４】
　熱可塑性の天然又は合成ポリマー又はワックス、及び
　請求項３３に定義される少なくとも１種のアントラキノン誘導体
を含む組成物。
【請求項３５】
（ａ）有機ポリマー、及び
（ｂ）請求項１０に定義される式（Ａ）又は（Ｂ）で表されるアントラキノン誘導体
を含む組成物から作られた農業用品。
【請求項３６】
（ａ）有機ポリマー。
（ｂ－Ｉ）前記有機ポリマーの質量に対し、遷移金属の有機塩を０．００５ないし１０質
量％、
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（ｂ－ＩＩ）前記有機ポリマーの質量に対し、無機過酸化物又は無機超酸化物を１ないし
１０質量％
を含む組成物
から作られたポリマー製品。
【請求項３７】
成分（ｂ－Ｉ）は、炭素原子数２ないし３６のカルボン酸の、Ｆｅ、Ｃｅ、Ｃｏ、Ｍｎ、
Ｃｕ又はＶ塩であり、且つ成分（ｂ－ＩＩ）は、ＣａＯ２である、請求項３６に記載のポ
リマー製品。
【請求項３８】
農業用品である、請求項３６に記載のポリマー製品。
【請求項３９】
前記農業用品は、マルチフィルム、小トンネル用フィルム、作条用カバー、バナナバッグ
、ダイレクトカバー、不織布、より糸及び鉢からなる群より選択される、請求項３８に記
載のポリマー製品。
【請求項４０】
包装材であり及び／又は消費者製品のために使用される、請求項３６に記載のポリマー製
品。
【請求項４１】
前記包装材が、食品、飲料又は化粧品のためである、請求項４０に記載のポリマー製品。
【請求項４２】
衛生用品又は医薬用品である、請求項３６に記載のポリマー製品。
【請求項４３】
フィルム、繊維、異形品、ボトル、タンク、コンテナ、シート、バッグ、発泡スチレンカ
ップ、プレート、ブリスター包装材、ボックス、包装ラップ及びテープからなる群より選
択される、請求項３６に記載のポリマー製品。
【請求項４４】
射出成形、ブロー成形、圧縮成形、回転成形、スラッシュ成形、押出し、フィルムキャス
ティング、フィルムブローイング、圧延、熱成形、紡糸又は回転キャスティングにより成
形される、請求項３６に記載のポリマー製品。
【請求項４５】
（ａ）有機ポリマー、及び
（ｂ－ＩＩ）前記有機ポリマーの質量に対し、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の無機
過酸化物、或いはアルカリ金属の無機超酸化物、或いは過酸化亜鉛を１ないし１０質量％
を含む組成物
から作られたポリマー製品。
【請求項４６】
成分（ｂ－ＩＩ）は、Ｎａ２Ｏ２、ＣａＯ２、ＺｎＯ２又はＭｇＯ２である、請求項４５
に記載のポリマー製品。
【請求項４７】
成分（ａ）は、
　ポリエステル、熱可塑性の脂肪族又は部分的に芳香族のポリエステルウレタン、脂肪族
の又は芳香脂肪族のポリエステルカーボネート、及び脂肪族の又は部分的に芳香族のポリ
エステルアミド、ポリビニルアルコール又はそれらのブレンド；或いは、
　上記ポリマーの１種以上と、天然の又は変性された澱粉、多糖類、リグニン、木粉、セ
ルロース又はキチンとのブレンド；或いは
　グラフトポリマー
からなる群より選択された分解性ポリマーである、請求項４５に記載のポリマー製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、（ａ）有機ポリマー及び（ｂ）特定の光増感剤、遷移金属の有機塩、及び所
望により無機過酸化物又は無機超酸化物を含む添加剤混合物、を含む組成物から作られた
農業用品に；農業用品の耐候性及び分解を制御するための前記添加剤混合物の使用に；並
びに、幾つかの添加剤混合物それ自体に、及び新規アントラキノンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　プラスチック製品は、それらの使用における耐久性及びコスト効率のため、毎日の生活
において広範囲の用途が見出されている。適切な安定化により、殆どの市販のプラスチッ
クが数年間はもつ。
　しかしながら最近、環境問題が、耐用年数の間は機能及び統合性を維持するが、化学的
手段によるか又は微生物により誘発されて、使用後に二酸化炭素及び水に分解する、種々
の由来及び性質の、いわゆる生分解性の材料の発展を導いている。しかしながら１つの問
題は、耐用年数中の生分解性と統合性との間に適した平衡性を成立することである。
　ポリマーの分解は例えば、特許文献１；特許文献２：特許文献３：特許文献４；特許文
献５；特許文献６；特許文献７及び非特許文献１に記載されている。酸素捕捉組成物が例
えば特許文献８に記載され；ポリマー有機化合物の安定化が例えば特許文献９に記載され
；特定のオレフィンブロックコポリマーが例えば特許文献１０に記載され；及び容易に分
解し及び除去し得るフィルタケーキが例えば特許文献１１に記載されている。
【特許文献１】米国特許出願公開第４，０３８，２２７号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第５，２５８，４２２号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第５，８５４，３０４号明細書
【特許文献４】英国特許出願公開第１，４３４，６４１号明細書
【特許文献５】欧州特許出願公開第５４６，５３０号明細書
【特許文献６】欧州特許出願公開第８１４，１８４号明細書
【特許文献７】国際公開第０３／５０，１７８号パンフレット
【非特許文献１】Ｂｉｏｍａｔｅｒｉａｌｓ　２１（２０００）１２３５－１２４６，Ｇ
．Ｌ．Ｙ．Ｗｏｏ他
【特許文献８】米国特許出願公開第５，７７６，３６１号明細書
【特許文献９】米国特許出願公開第２，５０７，１４２号明細書
【特許文献１０】欧州特許出願公開第１，２７５，６７０号明細書
【特許文献１１】米国特許出願公開第５，７８３，５２７号明細書
【発明の開示】
【０００３】
　本発明はとりわけ、
（ａ）有機ポリマー及び
（ｂ）以下の成分
　（ｂ－０）光増感剤、
　（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び所望により
　（ｂ－ＩＩ）無機過酸化物又は無機超酸化物
　を含む添加剤混合物
を含む組成物から作られた農業用品に関する。
【０００４】
　成分（ｂ－Ｉ）は好ましくは、２ないし３６個（Ｃ２ないしＣ３６）の、特に１２ない
し３６個（Ｃ１２ないしＣ３６）の範囲の炭素原子数を有する脂肪酸の金属塩である。特
に好ましい例は、パルミチン酸（Ｃ１６）、ステアリン酸（Ｃ１８）、オレイン酸（Ｃ１

８）、リノール酸（Ｃ１８）及びリノレン酸（Ｃ１８）のカルボン酸金属塩である。成分
（ｂ－Ｉ）の他の例は、芳香族酸、例えば安息香酸である。成分（ｂ－Ｉ）として、炭素
原子数２ないし３６のカルボン酸の、Ｆｅ、Ｃｅ、Ｃｏ、Ｍｎ、Ｃｕ又はＶ塩が特に興味
深い。
　本発明のさらに好ましい態様は、成分（ｂ－Ｉ）として、炭素原子数１２ないし２０の
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アルカン酸のＭｎ塩、又は炭素原子数１２ないし２０のアルケン酸のＭｎ塩である。
【０００５】
　成分（ｂ－ＩＩ）は、好ましくは、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の、又は遷移金
属の無機過酸化物又は無機超酸化物である。成分（ｂ－ＩＩ）として適する過酸化物の例
は、過酸化マグネシウム（ＭｇＯ２）、過酸化カルシウム（ＣａＯ２）、過酸化ストロン
チウム（ＳｒＯ２）、過酸化バリウム（ＢａＯ２）、過酸化リチウム（ＬｉＯ２）、過酸
化ナトリウム（Ｎａ２Ｏ２）、過酸化カリウム（Ｋ２Ｏ２）、過酸化亜鉛（ＺｎＯ２）、
過酸化銀（Ａｇ２Ｏ２）、過酸化銅又は過酸化鉄である。成分（ｂ－ＩＩ）として適する
超酸化物の例は、超酸化リチウム（ＬｉＯ２）、超酸化ナトリウム（ＮａＯ２）、超酸化
カリウム（ＫＯ２）、超酸化ルビジウム（ＲｂＯ２）又は超酸化セシウム（ＣｓＯ２）で
ある。好ましくは、過酸化リチウム、過酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化カ
ルシウム、過酸化バリウム、過酸化亜鉛及び超酸化カリウムである。特に好ましくは、過
酸化ナトリウム、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム及び過酸化亜鉛である。本発明
のために有益である無機過酸化物又は超酸化物の包括的な概要は、参照により本願明細書
に組み込まれている、Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，第４版（
１９９４年），第１８巻，第２０２ないし第２２９頁に与えられる。上記の過酸化物及び
／又は超酸化物のブレンドがまた使用され得る。
【０００６】
　成分（ｂ－ＩＩ）は好ましくは、アルカリ金属、アルカリ土類金属又は遷移金属の無機
過酸化物、或いはアルカリ金属、アルカリ土類金属又は遷移金属の無機超酸化物である。
　成分（ｂ－ＩＩ）のさらに好ましい例は、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム、過
酸化ストロンチウム、過酸化バリウム、過酸化リチウム、過酸化ナトリウム、過酸化カリ
ウム、過酸化亜鉛、過酸化銀、過酸化銅、過酸化鉄、超酸化リチウム、超酸化ナトリウム
、超酸化カリウム、超酸化ルビジウム及び超酸化セシウムであり；特に過酸化ナトリウム
、過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム及び過酸化亜鉛であり；とりわけ過酸化カルシ
ウムである。
　成分（ｂ－ＩＩ）は、都合良くは、水分と接触した場合に活性を有する補助的な後分解
種を遊離するために水と反応する化合物であり、及び１００℃ないし３００℃の範囲の温
度で熱処理し得る。
【０００７】
　成分（ｂ－０）は好ましくは、ポリテルペン樹脂又はアントラキノン誘導体である。
　本発明に従い使用されるポリテルペン樹脂は、天然又は合成起源のものであり得る。そ
れらは、商業上入手可能であるか、又は既知の方法に従い調製され得る。
　ポリテルペン樹脂は例えば、非環式テルペン又は環式テルペン、例えば一環式テルペン
又は二環式テルペンをベースとしている。テルペン炭化水素をベースとしたポリテルペン
が好ましい。
【０００８】
　非環式テルペンの例は、
テルペン炭化水素、例えば
　ミルセン、オシメン及びβ－ファルネセン；
テルペンアルコール、例えば
　ジヒドロミルセノール（２，６－ジメチル－７－オクテン－２－オール）、ゲラニオー
ル（３，７－ジメチル－トランス－２，６－オクタジエン－１－オール）、ネロール（３
，７－ジメチル－シス－２，６－オクタジエン－１－オール）、リナロール（３，７－ジ
メチル－１，６－オクタジエン－３－オール）、ミルセノール（２－メチル－６－メチレ
ン－７－オクテン－２－オール）、ラバンジュロール、シトロネロール（３，７－ジメチ
ル－６－オクテン－１－オール）、トランス－トランス－ファルネソール（３，７，１１
－トリメチル－２，６，１０－ドデカトリエン－１－オール）及びトランス－ネロリドー
ル（３，７，１１－トリメチル－１，６，１０－ドデカトリエン－３－オール）；
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テルペンアルデヒド及びアセタール、例えば
　シトラル（３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－アール）、シトラルジエチルア
セタール（３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－アルジエチルアセタール）、
シトロネラール（３，７－ジメチル－６－オクテン－１－アール）、シトロネリルオキシ
アセタールアルデヒド及び２，６，１０－トリメチル－９－ウンデセナール；
テルペンケトン、例えば
　テイゲトン、ソラノン及びゲラニルアセトン（６，１０－ジメチル－５，９－ウンデカ
ジエン－２－オン）；
テルペン酸及びエステル、例えば
　シス－ゲラン酸、シトロネル酸、ゲラニルエステル（ゲラニルホルメート、ゲラニルア
セテート、ゲラニルプロピオネート、ゲラニルイソブチレート及びゲラニルイソバレレー
トを含む）、ネリルエステル（ネリルアセテートを含む）、リナリルエステル（リナリル
ホルメート、リナリルアセテート、リナリルプロピオネート、リナリルブチレート及びリ
ナリルイソブチレートを含む）、ラバンジュリルエステル（ラバンジュリルアセテートを
含む）、シトロネリルエステル（シトロネリルホルメート、シトロネリルアセテート、シ
トロネリルプロピオネート、シトロネリルイソブチレート、シトロネリルイソバレレート
及びシトロネリルチグレートを含む）；及び
窒素含有の不飽和テルペン誘導体、例えば
　シス－ゲラン酸ニトリル及びシトロネル酸ニトリル
である。
【０００９】
　環式テルペンの例は、
環式テルペン炭化水素、例えば
　リモネン（１，８－ｐ－メタジエン）、α－テルピネン、γ－テルピネン（１，４－ｐ
－メンタジエン）、テルピノレン、α－フェランドレン（１，５－ｐ－メンタジエン）、
β－フェランドレン、α－ピネン（２－ピネン）、β－ピネン（２（１０）－ピネン）、
カンフェン、３－カレン、カリオフィレン、（＋）－バレンセン、ツヨプセン、α－セド
レン、β－セドレン及びロンギホレン；
環式テルペンアルコール及びエステル、例えば
　（＋）－ネオイソ－イソプレゴール、イソプレゴール（８－ｐ－メンテン－３－オール
）、α－テルピネオール（１－ｐ－メンテン－８－オール）、β－テルピネオール、γ－
テルピネオール、δ－テルピネオール及び１－テルピネン－４－オール（１－ｐ－メンテ
ン－４－オール）；
環式テルペンアルデヒド及びケトン、例えば
　カルボン（１，８－ｐ－マンタジエン－６－オン）、α－イオノン（Ｃ１３Ｈ２０Ｏ）
、β－イオノン（Ｃ１３Ｈ２０Ｏ）、γ－イオノン（Ｃ１３Ｈ２０Ｏ）、イロン（α－、
β－、γ－）（Ｃ１４Ｈ２２Ｏ）、ｎ－メチルイオノン（α－、β－、γ－）（Ｃ１４Ｈ

２２Ｏ）、イソメチルイオノン（α－，β－，γ－）（Ｃ１４Ｈ２２Ｏ）、アリルイオノ
ン（Ｃ１６Ｈ２４Ｏ）、プソイドイオノン、ｎ－メチルプソイドイオノン、イソメチルプ
ソイドイオノン、ダマスコン（１－２，６，６－トリメチルシクロヘキセニル）－２－ブ
テン－１－オン；β－ダマスセノン（１－（２，６，６－トリメチル－１，３－シクロハ
ジエニル）－２－ブテン－１－オン））、ヌートカトン（５，６－ジメチル－８－イソプ
ロペニルビシクロ［４．４．０］－１－デセン－３－オン）及びセドリルメチルケトン（
Ｃ１７Ｈ２６Ｏ）；及び
環式テルペンエステル、例えば
　α－テルピニルアセテート（１－ｐ－メンテン－８－イルアセテート）、ノピルアセテ
ート（（－）－２－（６，６－ジメチルビシクロ［３．１．１］ヘプト－２－エン－２－
イル）エチルアセテート）及びフシミル（ｋｈｕｓｙｍｉｌ）アセテート
である。
【００１０】
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　他の適するテルペン誘導体は、Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　
ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ
，第４版（１９９４），第２３巻，第８３３頁ないし第８８２頁に見ることができる。
　ポリテルペンのベースとして役立ち得るテルペンの好ましい例は、トリシクレン、α－
ピネン、α－フェンケン、カンフェン、β－ピネン、ミルセン、シス－ピナン、シス／ト
ランス－ｐ－８－メンテン、トランス－２－ｐ－メンテン、ｐ－３－メンテン、トランス
－ｐ－メンテン、３－カレン、シス－ｐ－メンテン、１，４－シネオール、１，８－シネ
オール、α－テルピネン、ｐ－１－メンテン、ｐ－４（８）－メンテン、リモネン、ｐ－
シメン、γ－テルピネン、ｐ－３，８－メンタジエン、ｐ－２，４（８）－メンタジエン
及びテルピノレンである。
【００１１】
　成分（ｂ－０）の光増感剤の他の例は、以下：
アルコール、例えば
　５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－３－メチルペンタ
ン－２－オール；
アルデヒド、例えば
　２，４－ジメチル－３－シクロヘキセンカルボキサルデヒド、４－（４－メチル－３－
ペンテン－１－イル）－３－シクロヘキセンカルボキサルデヒド及び４－（４－ヒドロキ
シ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセンカルボキサルデヒド；
ケトン、例えば
　シベトン、ジヒドロジャスモン（３－メチル－２－ペンチル－２－シクロペンテン－１
－オン）、シス－ジャスモン（３－メチル－２－（２－シス－ペンテン－１－イル）－２
－シクロペンテン－１－オン）、５－シクロヘキサデセン－１－オン、２，３，８，８－
テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－２－ナフタレニルメチ
ルケトン及び３－メチル－２－シクロペンテン－２－オール－１－オン；及び
エステル、例えば
　４，７－メタノ－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－５－（又は６）－イン
デニルアセテート、アリル３－シクロヘキシルプロピオネート、メチルジヒドロジャスモ
ネートメチル（３－オキソ－２－ペンチルシクロペンチル）アセテート
のようなテルペンに構造的に関連した脂環式化合物である。
【００１２】
　本発明において使用されるポリテルペンはまた、上述のテルペンと他の不飽和有機化合
物との共重合から誘導され得る。
　成分（ｂ－０）の光増感剤の他の例は、クマロン－インデン樹脂、ロジン等のような、
不飽和コールタールの副生成物ポリマーである。
　本成分（ｂ－０）は好ましくは、ポリ－α－ピネン、ポリ－β－ピネン、ポリリモネン
、或いはα－ピネンのコポリマー、β－ピネンのコポリマー又はリモネンのコポリマーか
らなる群より選択されるポリテルペン樹脂である。ポリ－β－ピネンが特に好ましい。
　テルペンをベースとした炭化水素樹脂は典型的に、木材及びシトラス工業からそれぞれ
得られる、α－ピネン、β－ピネン及びｄ－リモネンのような生成物をベースとする。テ
ルペンをベースとした樹脂は、１９３０年代半ば以降に利用可能となっている（Ｋｉｒｋ
－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌ
ｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，第４版（１９９４），第１３巻，第７１
７頁ないし第７１８頁）。モノテルペンの重合は、塩化アルミニウムのような、フリーデ
ル－クラフツ型の触媒系を利用したカルボカチオン重合により最も一般的に行われる（Ｋ
ｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，第４版（１９９４），第１巻，第
４５９頁）。
　一般的に、本発明のポリテルペンは、１個以上のテルペン単位を有する。それらは好ま
しくは、およそ４００ｇ／モルないしおよそ１４００ｇ／モルの分子量を有する。
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【００１３】
　本発明に従い使用されるアントラキノン誘導体は好ましくは、式（Ａ）及び（Ｂ）
【化１】

【化２】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、好ましくは炭素原子数４ないし２０のアルキル基
、特に炭素原子数８ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ
基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアル
キルオキシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；
炭素原子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、
１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５な
いし１２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は
３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシ
クロアルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１な
いし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個
の基により置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原
子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロ
キシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭
素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環
のヘテロ環基、ポリオキシアルキレン残基；又は基－Ｏ－Ｘ１、－Ｃ（Ｏ）－Ｘ２、－Ｏ
－Ｃ（Ｏ）－Ｘ３、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｘ４、－Ｎ（Ｘ５）（Ｘ６）、－Ｓ－Ｘ７、－ＳＯ

２－Ｏ－Ｘ８、又は－ＳＯ２－Ｎ（Ｘ９）（Ｘ１０）を表し、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９及びＸ１０は、互いに独立し
て、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、好ましくは炭素原子数４ないし２
０のアルキル基、特に炭素原子数８ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０の
アルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１な
いし１０のアルキルオキシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０
のアルキル基；炭素原子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシク
ロアルキル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された
炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル
基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数
５ないし９のシクロアルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、
炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される
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１、２又は３個の基により置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアル
キル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキ
シ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上
で置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換され
た５又は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシアルキレン残基を表すが；但し、Ｒ１、Ｒ

２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち少なくとも１つの基は水素
原子とは異なり；
　ｎは２又は３を表し、
　ｎが２を表す場合、Ａは、基－Ｙ１－Ｚ１－Ｙ２－又は基－ＳＯ２－Ｎ（Ｇ０）－Ｚ１

－Ｎ（Ｇ１）－ＳＯ２－を表し、
　Ｙ１及びＹ２は、互いに独立して、＞Ｎ－Ｇ２、－Ｏ－又は－Ｓ－を表し、
　Ｚ１は、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、酸素原子、硫黄原子又は＞Ｎ－Ｇ３

により中断された炭素原子数２ないし１６のアルキレン基；炭素原子数２ないし１２のア
ルケニレン基、炭素原子数２ないし１２のアルキニレン基、炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン－（炭素原子数１ないし
４のアルキレン）－炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基、炭素原子数１ないし
４のアルキレン－（炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン）－炭素原子数１ないし
４のアルキレン基、フェニレン基、フェニレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）
－フェニレン基又は炭素原子数１ないし４のアルキレン－フェニレン－炭素原子数１ない
し４のアルキレン基又は式
【化３】

で表される基を表し、
　Ｙ３は、－Ｏ－Ｇ４、－Ｓ－Ｇ５又は－Ｎ（Ｇ６）（Ｇ７）を表し、
　Ｇ０、Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、Ｇ５、Ｇ６及びＧ７は、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオ
キシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原
子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２
又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の
炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロア
ルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１
０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基に
より置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基及びヒドロキシ基から
なる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７
ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環
基、又はポリオキシアルキレン残基を表し；
　ｎが３を表す場合、Ａは、基－Ｙ４－Ｚ２（Ｙ５－）（Ｙ６－）を表し、
　Ｙ４、Ｙ５及びＹ６は、互いに独立して、－Ｎ（Ｇ８）－、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－Ｎ
（Ｇ９）－ＳＯ２－を表し、
　Ｇ８及びＧ９は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、
炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル）
アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基又はヒドロキシ基により置換され
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た炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし２０のアルケニル基、炭素
原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のア
ルキル基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数５な
いし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基に
より置換された炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基；フェニル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基
からなる群より選択される１、２又は３個の基により置換されたフェニル基；炭素原子数
７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルコキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の
基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換
であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシアルキレン残基を表
し、及び
　Ｚ２は、炭素原子数５ないし２５のアルカントリイル基又は２，４，６－トリアジント
リイル基を表す。］
に対応する。
【００１４】
　炭素原子数１ないし２０のアルキル基の例は、メチル基、エチル基、プロピル基、イソ
プロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル基、第三ブチル基、２－エチルブ
チル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチルペンチル基、１，３－ジメチルブ
チル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、イソヘプチル基、１
，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メチルヘプチル基、３－メチルヘプチル基、
ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３－トリメチルヘキシル基、１，１，
３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、１－メチルウン
デシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキシル基、トリデシル
基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデシル
基及びエイコシル基である。炭素原子数４ないし２０のアルキル基、特に炭素原子数８な
いし２０のアルキル基が好ましい。
【００１５】
　炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル
）アミノ基、単青原子数１ないし１０のアルキルオキシ基又はヒドロキシ基により置換さ
れた炭素原子数１ないし２０のアルキル基の例は、３－メチルアミノプロピル基、２－ジ
メチルアミノエチル基、２－ジエチルアミノエチル基、３－ジメチルアミノプロピル基、
３－ジエチルアミノプロピル基、２－メトキシエチル基、２－エトキシエチル基、２－メ
トキシプロピル基、２－エトキシプロピル基、３－イソプロポキシプロピル基及びヒドロ
キシエチル基である。
【００１６】
　炭素原子数３ないし２０のアルケニル基の例は、アリル基、２－メタリル基、ブテニル
基、ペンテニル基、ヘキセニル基及びオレイル基である。１位の炭素原子が好ましくは飽
和されている。特に好ましい例は、アリル基及びオレイル基である。
【００１７】
　炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基の例は、シクロペンチル基、シクロヘキシ
ル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基及びシクロドデシル基である。
【００１８】
　１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５
ないし１２のシクロアルキル基の好ましい例は、２－メチルシクロヘキシル基である。
【００１９】
　炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基の例は、シクロヘキセニル基である。
【００２０】
　１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５
ないし９のシクロアルケニル基の例は、メチルシクロヘキセニル基である。
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【００２１】
　炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及
びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基により置換されたフェニル
基の例は、４－メチルフェニル基、２－エチルフェニル基、４－エチルフェニル基、４－
イソプロピルフェニル基、４－第三ブチルフェニル基、４－第二ブチルフェニル基、４－
イソブチルフェニル基、３，５－ジメチルフェニル基、３，４－ジメチルフェニル基、２
，４－ジメチルフェニル基、２，６－ジエチルフェニル基、２－エチル－６－メチルフェ
ニル基、２，６－ジイソプロピルフェニル基、４－メトキシフェニル基、４－エトキシフ
ェニル基及び４－ヒドロキシフェニル基である。
【００２２】
　炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基の例は、ベンジル基及び２－フェニルエチ
ル基である。
【００２３】
　炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及
びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換
された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基の例は、メチルベンジル基、ジメチル
ベンジル基、トリメチルベンジル基、第三ブチルベンジル基、メトキシベンジル基及び３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル基である。
【００２４】
　未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環基の例は、１－ピロリジル基、
ピペリジノ基、モルホリノ基、１－ピペラジニル基、４－メチル－１－ピペラジニル基、
１－ヘキサヒドロアゼピニル基、５，５，７－トリメチル－１－ホモピペラジニル基又は
４，５，５，７－テトラメチル－１－ホモピペラジニル基並びに基
【化４】

（式中、
　基Ｒは、互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし２０のアルキル基、特に－
Ｃ４Ｈ９を表す。）
である。
【００２５】
　ポリオキシアルキレン残基の例は、式

　　－Ｏ－（ＣＨＺ３－（ＣＨ２）ｒ－Ｏ）ｑ－ＣＨＺ４－（ＣＨ２）ｒ－ＯＺ５

（式中、Ｚ３及びＺ４は、互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基を表し、Ｚ５は、炭素原子数１ないし２０のアルキル基を表し、ｒは、１、２、３又
は４を表し、及びｑは、１ないし１００の数を表す。）
に対応する。
【００２６】
　炭素原子数２ないし１２のアルキレン基の例は、エチレン基、プロピレン基、トリメチ
レン基、テトラメチレン基、ペンタメチレン基、ヘキサメチレン基、オクタメチレン基、
デカメチレン基及びドデカメチレン基である。
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【００２７】
　酸素原子、硫黄原子又は＞Ｎ－Ｇ３により中断された炭素原子数２ないし１６のアルキ
レン基の例は、３－オキサペンタン－１，５－ジイル基、４－オキサヘプタン－１，７－
ジイル基、３，６－ジオキサオクタン－１，８－ジイル基、４，７－ジオキサデカン－１
，１０－ジイル基、４，９－ジオキサドデカン－１，１２－ジイル基、３，６，９－トリ
オキサウンデカン－１，１１－ジイル基、４，７，１０－トリオキサトリデカン－１，１
３－ジイル基、３－チアペンタン－１，５－ジイル基、４－チアヘプタン－１，７－ジイ
ル基、３，６－ジチアオクタン－１，８－ジイル基、４，７－ジチアデカン－１，１０－
ジイル基、４，９－ジチアドデカン－１，１２－ジイル基、３，６，９－トリチアウンデ
カン－１，１１－ジイル基、４，７，１０－トリチアトリデカン－１，１３－ジイル基及
び－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（Ｇ３）－ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（Ｇ３）－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２

－、特に－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）－ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２－である。
【００２８】
　炭素原子数２ないし１２のアルケニレン基の例は、３－ヘキセニレン基である。
【００２９】
　炭素原子数２ないし１２のアルキニレン基の例は、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｃ≡Ｃ－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２－である。炭素原子数６ないし１２のアルキニレン基が好ましい。
【００３０】
　炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基の例は、シクロヘキシレン基である。
【００３１】
　炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）
－炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基の例は、メチレンジシクロヘキシレン基
及びイソプロピリデンジシクロヘキシレン基である。
【００３２】
　炭素原子数１ないし４のアルキレン－（炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン）
－炭素原子数１ないし４のアルキレン基の例は、シクロヘキシレンジメチレン基である。
【００３３】
　フェニレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）－フェニレン基の例は、メチレン
ジフェニレン基である。
【００３４】
　炭素原子数１ないし４のアルキレン－フェニレン－炭素原子数１ないし４のアルキレン
基の例は、フェニレンジメチレン基である。
【００３５】
　炭素原子数５ないし２５のアルカントリイル基は例えば、基Ｈ３Ｃ－Ｃ（ＣＨ２－）３

である。
【００３６】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち７つの基が水素
原子を表し且つこの群の１つの基が水素原子とは異なるところの式（Ａ）で表されるアン
トラキノン誘導体が好ましい。
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち６つの基が水素
原子を表し且つこの群の２つの基が水素原子とは異なるところの式（Ａ）で表されるアン
トラキノン誘導体がさらに好ましい。
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ５が水素原子と
は異なるか、又は
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ６が水素原子と
は異なるか、又は
　Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ２及びＲ６が水素原子
とは異なるか、又は
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ５及びＲ６が水素原子



(21) JP 2008-534759 A 2008.8.28

10

20

30

40

とは異なるか、又は
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表し且つＲ１及びＲ５が水素原子
とは異なる
ところの式（Ａ）で表されるアントラキノン誘導体が特に好ましい。
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７及びＲ８が水素原子を表すところの式（Ａ）で表されるアントラキノ
ン誘導体がまた特に好ましい。
【００３７】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８が、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数８ないし２０のアルキル基、基－Ｏ－Ｘ１、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｘ３、－Ｎ（Ｘ

５）（Ｘ６）又は－ＳＯ２－Ｎ（Ｘ９）（Ｘ１０）を表し、
　Ｘ１が、水素原子、炭素原子数８ないし２０のアルキル基、又は未置換であるか又は置
換された５又は６員環のヘテロ環基を表し；Ｘ１、Ｘ３、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ９及びＸ１０が
、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、又は未置換である
か又は置換された５又は６員環のヘテロ環基、特に

【化５】

を表すが、但し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち
１つ又は２つの基は水素原子とは異なり、且つその他の基は水素原子を表す
ところの式（Ａ）で表されるアントラキノン誘導体が興味深い。
【００３８】
　式（Ｂ－１）

【化６】

で表されるアントラキノン誘導体がさらに興味深い。
　ｎが２又は３を表し、
　ｎが２を表す場合、Ａが基－ＳＯ２－Ｎ（Ｈ）－Ｚ１－Ｎ（Ｈ）－ＳＯ２－を表し、
　Ｚ１が炭素原子数２ないし２０のアルキレン基を表し；及び
　ｎが３を表す場合、Ａは基
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【化７】

を表す
ところの式（Ｂ）で表されるアントラキノン誘導体が特に興味深い。
　式（Ａ）及び（Ｂ）で表される化合物は、実施例に記載の方法に従うか又は類似の方法
にて調製され得る。
【００３９】
式（Ａ）で表される化合物の例は：
（Ａ－１）２－ドデシル－アントラキノン（ＣＡＳ番号７１３０８－０１－５）
（Ａ－２）２，６－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノン（ＣＡＳ番号３
３２０８３－４２－８）
（Ａ－３）２，６－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノン
（Ａ－４）１－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－
イルアミノ）－アントラキノン
（Ａ－５）２－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－
イルアミノ）－アントラキノン
（Ａ－６）２，６－ビス［４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジ
ン－２－イルオキシ］－アントラキノン
（Ａ－７）２－（２－エチル－ヘキシルオキシ）－１－オクタデシルオキシ－アントラキ
ノン
（Ａ－８）１，２－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノン
（Ａ－９）１，２－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノン
（Ａ－１０）１，２－ビス［オクチルオキシ］アントラキノン
（Ａ－１１）１，５－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノン
（Ａ－１２）１，５－ビス［オクチルオキシ］アントラキノン（ＣＡＳ番号１８００８４
－３５－９）
（Ａ－１３）９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－スルホン酸
ドデシルアミド
（Ａ－１４）２，６－ビス［ステアロリルオキシ］アントラキノン
である。
【００４０】
式（Ｂ）で表される化合物の例は：
（Ｂ－１－１）ビス［９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－ス
ルホン酸］－１’，１２’－ドデカンジイルジアミド
（Ｂ－１－２）２，６－ビス［９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン
－２－アミノ］－４－フェニル－［１，３，５］－トリアジン（ＣＡＳ番号４１１８－１
６－５）
である。
【００４１】
　式（Ａ）又は（Ｂ）で表されるアントラキノン誘導体の主要な利点は、それらの
・処理操作の間に有効成分の損失が起きないことを確実にする、高められた熱安定性、
・処理の間の装置への露出した原料の付着及び有害な臭気を回避するために不可欠である
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、低下された揮発性、及びさらには、それらの、
・配合温度においてマトリックスポリマーとたやすく混和し、そして最終的なポリマーマ
トリックス中の光分解物の均質な分布を導く、最終製品全体の均質な分解を得るのに不可
欠での事実である、融点、
である。
【００４２】
　成分（ｂ－０）が、ポリ－β－ピネン又は１，２－ビス［２－エチルヘキシルオキシ］
アントラキノンであり、
　成分（ｂ－Ｉ）が、ステアリン酸マンガンであり、及び
　成分（ｂ－ＩＩ）が、過酸化カルシウムである、
添加剤混合物が特に好ましい。
　さらに好ましくは、　
　（ｂ－０）ポリテルペン、及び
　（ｂ－Ｉ）炭素原子数２ないし３６のカルボン酸の、Ｆｅ、Ｃｅ、Ｍｎ、Ｃｕ又はＶ塩
を含む添加剤混合物である。
　成分（ｂ－０）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．００５ないし９０質
量％、特に０．００５ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
　成分（ｂ－Ｉ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．００５ないし９０質
量％、特に０．００５ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
　成分（ｂ－ＩＩ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．００５ないし９０
質量％、特に０．００５ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
【００４３】
　本発明に従い使用される添加剤混合物は、１種以上の慣用の添加剤をさらに含み得る。
例は：
１．抗酸化剤
　１．１．アルキル化モノフェノール、
　例えば、２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェノール、２－第三ブチル－４，６－
ジメチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－エチルフェノール、２，６－ジ－第
三ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－イソブチルフェノ
ール、２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキ
シル）－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール
、２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシ
メチルフェノール、直鎖状又は側鎖において枝分れしたノニルフェノール、例えば、２，
６－ジ－ノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルウンデ
シ－１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルヘプタデシ－１’
－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルトリデシ－１’－イル）フ
ェノール及びそれらの混合物。
【００４４】
　１．２．アルキルチオメチルフェノール、
　例えば、２，４－ジオクチルチオメチル－６－第三ブチルフェノール、２，４－ジオク
チルチオメチル－６－メチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフ
ェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル－４－ノニルフェノール。
【００４５】
　１．３．ヒドロキノン及びアルキル化ヒドロキノン、
　例えば、２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－第三ブチル
ヒドロキノン、２，５－ジ－第三アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタ
デシルオキシフェノール、２，６－ジ－第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－第三ブチ
ル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）アジペート。
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【００４６】
　１．４．トコフェロール、
　例えば、α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、δ－トコフ
ェロール及びそれらの混合物（ビタミンＥ）。
【００４７】
　１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、
　例えば、２，２’－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－
チオビス（４－オクチルフェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチ
ルフェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，
４’－チオビス（３，６－ジ－第二アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメ
チル－４－ヒドロキシフェニル）ジスルフィド。
【００４８】
　１．６．アルキリデンビスフェノール、
　例えば、２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２
’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、２，２’－メチレンビス
［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）－フェノール］、２，２’－メチレン
ビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ノ
ニル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェ
ノール）、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、２，２’
－エチリデンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、２，２’－メチレン
ビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、２，２’－メチレンビス
［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、４，４’－メチレンビ
ス（２，６－ジ－第三ブチルフェノール）、４，４’－メチレンビス（６－第三ブチル－
２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチル
フェニル）ブタン、２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジ
ル）－４－メチルフェノール、１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－
２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メ
チルフェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、エチレングリコールビス［３，３
－ビス（３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）ブチレート］、ビス（３－第三
ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、ビス［２－（３
’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－第三ブチル－４－メ
チルフェニル］テレフタレート、１，１－ビス－（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフ
ェニル）ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロパン、２，２－ビス－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ２－メチルフェニル）－４－
ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－第三ブチル－４－ヒドロ
キシ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【００４９】
　１．７．Ｏ－、Ｎ－及びＳ－ベンジル化合物、
　例えば、３，５，３’，５’－テトラ－第三ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジ
ルエーテル、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセ
テート、トリデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルメルカプトアセ
テート、トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４
－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビ
ス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート。
【００５０】
　１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、
　例えば、ジオクタデシル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキシベ
ンジル）－マロネート、ジ－オクタデシル－２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５
－メチルベンジル）マロネート、ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－
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ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、ビス－［４－（１，１，３，３
－テトラメチルブチル）フェニル］－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）マロネート。
【００５１】
　１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、
　例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－
２，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロ
キシベンジル）－２，３，５，６－テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５
－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）フェノール。
【００５２】
　１．１０．トリアジン化合物、
　例えば、２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビ
ス（３,５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２
－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノ
キシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（４－第
三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、２，４，６
－トリス－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，３，５－
トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプ
ロピオニル）－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－
ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート。
【００５３】
　１．１１．ベンジルホスホネート、
　例えば、ジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、
ジエチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデ
シル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル
－５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジルホスホネート、３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩。
【００５４】
　１．１２．アシルアミノフェノール、
　例えば、４－ヒドロキシラウラニリド、４－ヒドロキシステアラニリド、オクチルＮ－
（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
【００５５】
　１．１３．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
エステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プ
ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカ
ノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロ
パン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２
．２］オクタンとのエステル。
【００５６】
　１．１４．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸のエステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プ
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ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカ
ノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロ
パン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２
．２］オクタン；３，９－ビス［２－｛３－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メ
チルフェニル）プロピオニルオキシ｝－１，１－ジメチルエチル］－２，４，８，１０－
テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカンとのエステル。
【００５７】
  １．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
のエステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオー
ル、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペ
ンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，
Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）－オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペン
タデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシ
メチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエ
ステル。
【００５８】
　１．１６．３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸のエステルであって
、一価又は多価アルコール、例えば、
　メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオー
ル、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペ
ンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，
Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタ
デカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメ
チル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエス
テル。
【００５９】
　１．１７．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド、例えば、
　Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘ
キサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－
４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス［２－（３－［３，
５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エチル］オキサミ
ド（ユニロイヤル（Ｕｎｉｒｏｙａｌ）によって供給されるナウガード（Ｎａｕｇａｒｄ
）（登録商標）ＸＬ－１）。
【００６０】
　１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【００６１】
　１．１９．アミン系酸化防止剤、
　例えば、Ｎ，Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－第二
ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－
フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，
Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプ
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ロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－
Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニ
ル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジ
アミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－
Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジ
フェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルア
ミン、Ｎ－（４－第三オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナ
フチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ’－ジ－第三オクチルジフェ
ニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノ
ナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイル
アミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ－第三ブチル－４
－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－
ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジ
フェニルメタン、１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス
（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１’，３’－ジ
メチルブチル）フェニル］アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、
モノ－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及
びジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ドデシルジフ
ェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニル
アミンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３
－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ
－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジア
ルキル化第三オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ
’，Ｎ’－テトラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，
６，６－テトラメチルピペリジ－４－イル－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６
，６－テトラメチルピペリジ－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジノ－４－オン、２，２，６，６－テトラメチルピペリジノ－４－オール。
【００６２】
　２．ＵＶ吸収剤及び光安定剤
　２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
　例えば、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－
（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－
（５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒ
ドロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾー
ル、２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベン
ゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）
－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－
ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオ
キシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロ
キシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジ
ル）－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’
－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ
ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキ
シ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール
、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル
）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロ
キシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘ
キシルオキシ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
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２－（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール
、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボ
ニルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３
，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾレ－２－イルフェノール］；２－［３
’－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシ－フェニ
ル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成
物；Ｒが３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イ
ルフェニル基を表す［Ｒ－ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２－］２－、２－［２’－
ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）－５’－（１，１，３，３－テトラメ
チルブチル）フェニル］ベンゾトリアゾール；２－［２’－ヒドロキシ－３’－ （１，
１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－（α，α－ジメチルベンジル）フェニル］ベ
ンゾトリアゾール。
【００６３】
　２．２．　２－ヒドロキシベンゾフェノン、
　例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４
－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２’，４’－トリヒドロキシ及び２’－ヒ
ドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【００６４】
　２．３．置換された及び未置換の安息香酸のエステル、
　例えば、４－第三ブチル－フェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフ
ェニルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）
レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－
４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンゾエート、２－メチル－４，６－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４
－ヒドロキシベンゾエート。
【００６５】
　２．４．アクリレート、
　例えば、エチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、イソオクチルα－シア
ノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキシシンナメート、メチル
α－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－シアノ－β－メチル－
ｐ－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメート及び
Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン。
【００６６】
　２．５．ニッケル化合物、
　例えば、ｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン又はＮ－シクロヘキシルジエタノー
ルアミンのような他の配位子を伴うか又は伴わない１：１又は１：２錯体のような２，２
’－チオビス－［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール］のニッケル
錯体、ニッケルジブチルジチオカルバメート、モノアルキルエステル、例えばメチル又は
エチルエステルの、４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルホスホン酸のニッ
ケル塩、ケトキシムの、例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニル－ウンデシルケトキ
シムのニッケル錯体、他の配位子を伴うか又は伴わない１－フェニル－４－ラウロイル－
５－ヒドロキシピラゾールのニッケル錯体。
【００６７】
　２．６．立体障害性アミン、
　例えば、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（
２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スクシネート、ビス（１，２，２，６
，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
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ンジルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４
－ヒドロキシピペリジンとコハク酸の縮合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチルアミノ－２，６－
ジクロロ－１，３，５－トリアジンの直鎖状又は環状縮合物、トリス（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、
１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノ
ン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキ
シ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベン
ジル）マロネート、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－ト
リアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジル）スクシネート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジク
ロロ－１，３，５－トリアジンの直鎖状又は環状縮合物、２－クロロ－４，６－ビス（４
－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリア
ジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、２－クロロ－４，６
－ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，
３，５－トリアジンと１，２－ビス－（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、８
－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピ
ロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２
，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデ
シルオキシ－と４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合
物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレン
ジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮
合物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと２，４，６－トリクロロ－１
，３，５－トリアジン並びに４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ンの縮合物（ＣＡＳ登録番号［１３６５０４－９６－６］）；１，６－ヘキサンジアミン
と２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン並びにＮ，Ｎ－ジブチルアミンと４
－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの縮合物（ＣＡＳ登録番号［
１９２２６８－６４－７］）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
－ｎ－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリ
ジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル
－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デカン、７，７，９，９
－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－ス
ピロ［４．５］デカンとエピクロロヒドリンの反応生成物、１，１－ビス（１，２，２，
６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（４－メトキシフェニ
ル）エテン、Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシメチレンマロン酸と１，２
，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンとのジエステル、ポリ［メチル
プロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）］シロ
キサン、マレイン酸無水物－α－オレフィンコポリマーと２，２，６，６－テトラメチル
－４－アミノピペリジン又は１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジン
との反応生成物。
【００６８】
　２．７．オキサミド、
　例えば、４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジエトキシオキサニリ
ド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２，２’－ジド
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デシルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２－エトキシ－２’－エチルオキサ
ニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エトキシ－５
－第三ブチル－２’－エトキサニリド及びその２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－
ジ－第三ブトキサニリドとの混合物、ｏ－及びｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合
物及びｏ－及びｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
【００６９】
　２．８．　２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、
　例えば、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，
３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロ
キシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシ
フェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２
－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル
）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－
ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６
－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（
２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，
４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオ
キシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４
－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒ
ドロキシ－３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）
フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－
メトキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリ
ス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－１
，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル
）－６－フェニル－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－
エチルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン。
【００７０】
　３．金属奪活剤、
　例えば、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’－サリチロイル－ヒ
ドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミ
ノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、オキサ
ニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－
ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒド
ラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
【００７１】
　４．ホスフィット及びホスホナイト、
　例えば、トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジア
ルキルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィッ
ト、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット
、トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリト
リトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトー
ルジホスフィット、ビス（２，４－ジ－クミルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフ
ィット、ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジ
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ホスフィット、ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４
－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（
２，４，６－トリス（第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、トリ
ステアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェニ
ル）４，４’－ビフェニレンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１
０－テトラ－第三ブチル－１２Ｈ－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシ
ン、ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、ビス（
２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、６－フルオロ－２
，４，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２
－ジオキサホスホシン、２，２’，２”－ニトリロ［トリエチルトリス（３，３’，５，
５’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）－ホスフィット
］、２－エチルヘキシル（３，３’，５，５’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェ
ニル－２，２’－ジイル）ホスフィット、５－ブチル－５－エチル－２－（２，４，６－
トリ－第三ブチルフェノキシ）－１，３，２－ジオキサホスフィラン。
　以下のホスフィットがとりわけ好ましい：
　トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット（イルガフォス１６８（登録
商標：Ｉｒｇａｆｏｓ）、チバ－ガイギー社）、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット
、
【化８】

【化９】

【化１０】
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【化１１】

【化１２】

。
【００７２】
　５．ヒドロキシルアミン、
　例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシル
ヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、水素化
牛脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【００７３】
　６．ニトロン、
　例えば、Ｎ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチルニトロン、Ｎ
－オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニトロン、Ｎ－テト
ラデシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ
－オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシルニト
ロン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－α－ヘプタデ
シルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、水素化牛脂アミンから誘
導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニトロン。
【００７４】
　７．チオ相乗剤、
　例えば、ジラウリルチオジプロピオネート又はジステアリルチオジプロピオネート。
【００７５】
　８．過酸化物捕捉剤、
　例えば、β－チオジプロピオン酸のエステル、例えば、ラウリル、ステアリル、ミリス
チル又はトリデシルエステル、メルカプトベンゾイミダゾール又は２－メルカプトベンゾ
イミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド
、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【００７６】
　９．ポリアミド安定剤
　例えば、ヨウ化物及び／又はリン化合物と組み合わせた銅塩及び二価マンガンの塩。
【００７７】
　１０．塩基性の補助安定剤
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　例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレー
ト、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸の
アルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸カルシウム、ステアリン酸
亜鉛、ベヘン酸マグネシウム、ステアリン酸マグネシウム、リシノール酸ナトリウム及び
パルミチン酸カリウム、ピロカテコール酸アンチモン又はピロカテコール酸亜鉛。
【００７８】
　１１．核剤、
　例えば、タルクのような無機物質、二酸化チタン、酸化マグネシウムのような金属酸化
物、好ましくはアルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩又は硫酸塩；モノ－又はポリカルボ
ン酸のような有機化合物及びそれらの塩、例えば、４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸
、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウム又は安息香酸ナトリウム；イオンコポリマー（ア
イオノマー）のようなポリマー化合物。とりわけ好ましくは１，３：２，４－ビス（３’
，４’－ジメチルベンジリデン）ソルビトール、１，３：２，４－ジ（パラメチルジベン
ジリデン）ソルビトール、及び１，３：２，４－ジ（ベンジリデン）ソルビトール。
【００７９】
　１２．充填材及び強化剤、
　例えば、炭酸カルシウム、シリカ、ガラス繊維、ガラス球、アスベスト、タルク、カオ
リン、マイカ、硫酸バリウム、金属酸化物及び金属水酸化物、カーボンブラック、グラフ
ァイト、木粉及び他の天然物の粉末又は繊維、合成繊維。
【００８０】
　１３．他の添加剤
　例えば、可塑剤、滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤、触媒、流れ調節剤、蛍光増
白剤、防炎加工剤、帯電防止剤及び発泡剤。
【００８１】
　１４．他のベンゾフラノン及びインドリノン、
　例えば、米国特許第４，３２５，８６３号公報；米国特許第４，３３８，２４４号公報
；米国特許第５，１７５，３１２号公報；米国特許第５，２１６，０５２号公報；米国特
許第５，２５２，６４３号公報；独国特許出願公開第４３１６６１１号明細書；独国特許
出願公開第４３１６６２２号明細書；独国特許出願公開第４３１６８７６号明細書；欧州
特許出願公開第０５８９８３９号明細書又は欧州特許出願公開第０５９１１０２号明細書
に開示されるもの、又は３－［４－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ
－第三ブチル－ベンゾフラノ－２－オン、５，７－ジ－第三ブチル－３－［４－（２－ス
テアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾフラノ－２－オン、３，３’－ビス［５，
７－ジ－第三ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラノ－
２－オン］、５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２
－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチル
ベンゾフラノ－２－オン、３－（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－
５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－
５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オン、３－（２，３－ジメチルフェニル）－
５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オン。
【００８２】
　以下の成分
　（ｂ－ＩＩＩ）充填材又は強化材、
　（ｂ－ＩＶ）顔料、
　（ｂ－Ｖ）光安定剤、
　（ｂ－ＶＩ）加工添加剤、
　（ｂ－ＶＩＩ）抗酸化剤、
　（ｂ－ＶＩＩＩ）Ｃａ、Ｍｇ、Ｚｎ又はＡｌの無機又は有機塩、或いは、Ｃａ、Ｍｇ、
Ｚｎ又はＡｌの酸化物、特に
　成分（ｂ－ＩＶ）、
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　成分（ｂ－Ｖ）
の１種以上をさらに含む組成物がまた好ましい。
　これらの成分の例は、参照により本願明細書に組み込まれている米国特許出願第２００
３－０２３６３２５号明細書に詳細に開示されている。
【００８３】
　成分（ｂ－ＩＩＩ）は例えば、炭酸カルシウム、シリカ、ガラス繊維、ガラス球、タル
ク、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、金属酸化物及び金属水酸化物、カーボンブラック
、グラファイト、木粉及び他の天然物の粉末又は繊維、合成繊維及びステアリン酸カルシ
ウム又はステアリン酸亜鉛のような充填材として使用されるステアリン酸の金属塩；ポリ
ブタジエン、ポリイソプレン、ポリオクテナマーのような不飽和有機ポリマー、又はステ
アリン酸、オレイン酸、リノール酸又はリノレン酸のような不飽和酸；及びポリエチレン
オキシド又はポリプロピレンオキシドのような他のポリマーを包含する。
【００８４】
　成分（ｂ－ＩＶ）は例えば、カーボンブラック、二酸化チタン（例えば１０００μｍな
いし１０ｎｍの範囲の粒径であり得、及び所望により表面処理され得るアナタース型又は
ルチル型）又は農業用途で頻繁に使用される他の有機又は無機着色顔料（例えばカーボン
ブラック、ブラウン、シルバー、レッド、グリーン）である。
【００８５】
　成分（ｂ－Ｖ）は好ましくは、ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）又はＵＶ吸収剤
である。好ましいヒンダーソアミン光安定剤の例はまた、米国特許出願第１０／２５７，
３３９号明細書と同等である、参照により本願明細書に組み込まれている国際公開第０１
／９２，３９２号パンフレット中の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）として例えば開示され
ている化合物である。
【００８６】
　成分（ｂ－ＶＩ）は例えば、滑り防止剤／粘着防止剤、可塑剤、蛍光増白剤、帯電防止
剤又は発泡剤である。
【００８７】
　成分（ｂ－ＶＩＩ）は例えば、フェノール系抗酸化剤である。
【００８８】
　成分（ｂ－ＶＩＩＩ）は例えば、ステアリン酸金属塩、例えばステアリン酸カルシウム
又はステアリン酸亜鉛；又は酸化亜鉛（例えば１０００μｍないし１０ｎｍの範囲の粒径
であり得、及び所望により表面処理され得る）である。
【００８９】
　成分（ｂ－ＩＩＩ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．０５ないし９０
質量％、特に０．０５ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
【００９０】
　成分（ｂ－ＩＶ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．０５ないし９０質
量％、特に０．５ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
【００９１】
　成分（ｂ－Ｖ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．０１ないし９０質量
％、特に０．０１ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
【００９２】
　成分（ｂ－ＶＩ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．０５ないし９０質
量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
【００９３】
　成分（ｂ－ＶＩＩ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．００５ないし９
０質量％、特に０．０１ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
【００９４】
　成分（ｂ－ＶＩＩＩ）は好ましくは、添加剤混合物の総質量に対し、０．００５ないし
９０質量％、特に０．０５ないし７０質量％の量で、該添加剤混合物中に存在する。
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【００９５】
　成分（ａ）の例は以下ののもである：
　１．モノオレフィン及びジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブテ－１－エン、ポリ－４－メチルペンテ－１－エン、ポリビニルシクロヘ
キサン、ポリイソプレン又はポリブタジエン、並びにシクロオレフィン、例えばシクロペ
ンテン又はノルボルネンのポリマー、ポリエチレン（所望により架橋され得る）、例えば
高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度及び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ
）、高密度及び超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（
ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ
）、（ＶＬＤＰＥ）及び（ＵＬＤＰＥ）。
【００９６】
　ポリオレフィン、すなわち前段落において例示したモノオレフィンのポリマー、好まし
くはポリエチレン及びポリプロピレンは、種々の方法によりそしてとりわけ以下の方法に
より調製され得る：
　ａ）ラジカル重合（通常は高圧下及び高温において）。
　ｂ）周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂ又はＶＩＩＩ群の金属の一つ又はそれ以上を通常含
む触媒を使用した触媒重合。これらの金属は通常、一つ又はそれ以上の配位子、典型的に
はπ－又はσ－配位し得るオキシド、ハロゲン化物、アルコレート、エステル、エーテル
、アミン、アルキル、アルケニル及び／又はアリールを有する。これらの金属錯体は遊離
形態であるか、又は基材に、典型的には活性化塩化マグネシウム、チタン（ＩＩＩ）クロ
リド、アルミナ又は酸化ケイ素に固定され得る。これらの触媒は、重合媒体中に可溶又は
不溶であり得る。該触媒は重合においてそのまま使用され得、又は他の活性化剤、典型的
には金属アルキル、金属ヒドリド、金属アルキルハライド、金属アルキルオキシド又は金
属アルキルオキサンであって、該金属が周期表のＩａ、ＩＩａ及び／又はＩＩＩａ群の元
素であるものが使用され得る。活性化剤は、他のエステル、エーテル、アミン又はシリル
エーテル基で都合良く変性され得る。これらの触媒系は大抵、フィリップス（Ｐｈｉｌｉ
ｐｓ）、スタンダードオイルインディアナ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｏｉｌ　Ｉｎｄｉａｎａ
）、チグラー（Ｚｉｅｇｌｅｒ）（－ナッタ（Ｎａｔｔａ））、ＴＮＺ（デュポン（Ｄｕ
Ｐｏｎｔ））、メタロセン又はシングルサイト触媒（ＳＳＣ）と命名される。
【００９７】
　２．１）で言及されたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレン（例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤＰＥ）の
混合物、及び異なる型のポリエチレンの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００９８】
　３．モノオレフィン及びジオレフィンの互いの又は他のビニルモノマーとのコポリマー
、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）及
びその低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテ－１－エンコポリ
マー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテ－１－エンコポリマー、エ
チレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプテ
ンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキサンコポリ
マー、エチレン／シクロオレフィンコポリマー（例えば、エチレン／ノルボルネン様ＣＯ
Ｃ）、１－オレフィンがその場で生成されるエチレン／１－オレフィンコポリマー；プロ
ピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／ビニ
ルシクロヘキセンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチレン／
アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマー、エチレン／ビニ
ルアルコールコポリマー（ＥＶＯＨ）又はエチレン／アクリル酸コポリマー及びそれらの
塩（アイオノマー）並びにエチレンとプロピレン及びへキサジエン、ジシクロペンタジエ
ン又はエチリデン－ノルボルネンのようなジエンとのターポリマー；及びそのようなコポ
リマーの互いの及び１）で上述したポリマーとの混合物、例えばポリプロピレン／エチレ
ン－プロピレンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、Ｌ



(36) JP 2008-534759 A 2008.8.28

10

20

30

40

50

ＤＰＥ／エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ
／ＥＡＡ及び交互の又はランダムのポリアルキレン／一酸化炭素コポリマー及びそれらの
他のポリマー、例えばポリアミドとの混合物。
【００９９】
　４．水素化変性物（例えば粘着付与剤）を含む炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５ない
し９）及びポリアルキレン及びデンプンの混合物。
　１．）ないし４．）のホモポリマー及びコポリマーは、シンジオタクチック、アイソタ
クチック、ヘミ－アイソタクチック又はアタクチックを含むいずれの立体構造をも有し得
；アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロックポリマーがまた含まれる。
【０１００】
　５．ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【０１０１】
　６．スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエンの全ての異性体、とりわけｐ－ビ
ニルトルエン、エチルスチレン、プロピルスチレン、ビニルビフェニル、ビニルナフタレ
ン、及びビニルアントラセンの全ての異性体、及びそれらの混合物を含む芳香族ビニルモ
ノマーから誘導された芳香族ホモポリマー及びコポリマー。ホモポリマー及びコポリマー
はシンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソタクチック又はアタクチックを
含むいずれの立体構造をも有し得；アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロック
ポリマーがまた含まれる。
　６ａ．上述された芳香族ビニルモノマー及びエチレン、プロピレン、ジエン、ニトリル
、酸、マレイン酸無水物、マレイミド、酢酸ビニル及び塩化ビニル又はアクリル誘導体及
びその混合物から選択されたコモノマーを含むコポリマー、例えば、スチレン／ブタジエ
ン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／エチレン（共重合体）、スチレン／アルキ
ルメタクリレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチレン／ブタジエ
ン／アルキルメタクリレート、スチレン／マレイン酸無水物、スチレン／アクリロニトリ
ル／メチルアクリレート；スチレンコポリマー及び他のポリマー、例えばポリアクリレー
ト、ジエンポリマー又はエチレン／プロピレン／ジエンターポリマーの高耐衝撃性の混合
物；及びスチレン／ブタジエン／スチレン、スチレン／イソプレン／スチレン、スチレン
／エチレン／ブチレン／スチレン又はスチレン／エチレン／プロピレン／スチレンのよう
なスチレンのブロックコポリマー。
　６ｂ．６．）で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポリマー、と
りわけアタクチックポリスチレンを水素化することにより調製されるポリシクロヘキシル
エチレン（ＰＣＨＥ）を含み、それはしばしばポリビニルシクロヘキサン（ＰＶＣＨ）と
して言及される。
　６ｃ．６ａ．）で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポリマー。
　ホモポリマー及びコポリマーはシンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソ
タクチック又はアタクチックを含むいずれの立体構造をも有し得；アタクチックポリマー
が好ましい。ステレオブロックポリマーがまた含まれる。
【０１０２】
　７．スチレン又はα－メチルスチレンのような芳香族ビニルモノマーのグラフトコポリ
マー、例えばポリブタジエンにスチレン、ポリブタジエン－スチレン又はポリブタジエン
－アクリロニトリルコポリマーにスチレン；ポリブタジエンにスチレン及びアクリロニト
リル（又はメタクリロニトリル）；ポリブタジエンにスチレン、アクリロニトリル及びメ
チルメタクリレート；ポリブタジエンにスチレン及びマレイン酸無水物；ポリブタジエン
にスチレン、アクリロニトリル及びマレイン酸無水物又はマレイミド；ポリブタジエンに
スチレン及びマレイミド；ポリブタジエンにスチレン及びアルキルアクリレート又はメタ
クリレート；エチレン／プロピレン／ジエンターポリマーにスチレン及びアクリロニトリ
ル；ポリアルキルアクリレート又はポリアルキルメタクリレートにスチレン及びアクリロ
ニトリル；アクリレート／ブタジエンコポリマーにスチレン及びアクリロニトリル、並び
にそれらの６）に列挙されたコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳ、ＭＢＳ、ＡＳＡ又は
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ＡＥＳポリマーとして既知であるコポリマー混合物。
【０１０３】
　８．ポリクロロプレン、塩化ゴム、イソブチレン－イソプレンの塩化及び臭化コポリマ
ー（ハロブチルゴム）、塩化又はスルホ塩化ポリエチレン、エチレン及び塩化エチレンの
コポリマー、エピクロロヒドリンホモ－及びコポリマーのようなハロゲン原子含有ポリマ
ー、とりわけハロゲン原子含有ビニル化合物のポリマー、例えばポリ塩化ビニル、ポリ塩
化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、ボリフッ化ビニリデン並びに塩化ビニル／塩化ビニリ
デン、塩化ビニル／酢酸ビニル又は塩化ビニリデン／酢酸ビニルコポリマーのようなそれ
らのコボリマー。
【０１０４】
　９．α，β－不飽和酸から誘導されたポリマー及びポリアクリレート及びポリメタクリ
レートのようなその誘導体；ブチルアクリレートで耐衝撃改善されたポリメチルメタクリ
レート、ポリアクリルアミド及びポリアクリロニトリル。
【０１０５】
　１０．９）で言及されたモノマーの互いの又は他の不飽和モノマーとのコポリマー、例
えばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキルアクリレー
トコポリマー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリレート又はアクリロニトリ
ル／ビニルハライドコポリマー又はアクリロニトリル／アルキルメタクリレート／ブタジ
エンターポリマー。
【０１０６】
　１１．不飽和アルコール及びアミンから誘導されたポリマー又はそれらのアシル誘導体
又はアセタール、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルステアレー
ト、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール、ポリアリ
ルフタレート又はポリアリルメラミン；並びに上記１）で言及されたオレフィンとそれら
のコポリマー。
【０１０７】
　１２．ポリアルキレングリコール、ボリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド又
はビスグリシジルエーテルとそれらのコポリマーのような環状エーテルのホモポリマー及
びコポリマー。
【０１０８】
　１３．ポリオキシメチレンのようなポリアセタール及びコモノマーとしてエチレンオキ
シドを含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレート又はＭＢＳで変性
されたポリアセタール。
【０１０９】
　１４．ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、及びポリフェニレンオキシドとスチレ
ンポリマー又はポリアミドとの混合物。
【０１１０】
　１５．一方はヒドロキシル末端化されたポリエーテル、ポリエステル及びポリブタジエ
ンと、他方は脂肪族又は芳香族のポリイソシアナートから誘導されたポリウレタン、並び
にそれらの前駆体。
【０１１１】
　１６．ジアミシとジカルボン酸から及び／又はアミノカルボン酸又は対応するラクタム
から誘導されたポリアミド及びコポリアミド、例えばポリアミド４、ポリアミド６、ポリ
アミド６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６、１２／１２、ポリアミド１１、ポ
リアミド１２、ｍ－キシレンジアミン及びアジピン酸から開始した芳香族ポリアミド；へ
キサメチレンジアミン及びイソフタル酸及び／又はテレフタル酸から及び変性剤としての
エラストマーを用いて又は用いずに調製されたポリアミド、例えばポリ－２，４，４－ト
リメチルヘキサメチレンテレフタルアミド又はポリ－ｍ－フェニレンイソフタルアミド：
及び上述されたポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイオノマー又は
化学的に結合されたか又はグラフトされたエラストマーとのブロックコポリマー；又は例
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えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール又はポリテトラメチレングリコ
ールのようなポリエーテルとのブロックコポリマー；並びにＥＰＤＭ又はＡＢＳで変性さ
れたポリアミド又はコポリアミド；及び加工の間に縮合されたポリアミド（ＲＩＭポリア
ミド系）。
【０１１２】
　１７．ポリ尿素、ポリイミド、ボリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエステ
ルイミド、ポリヒダントイン及びポリベンズイミダゾール。
【０１１３】
　１８．ジカルボン酸とジオールから及び／又はヒドロキシカルボン酸又は対応するラク
トンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテ
レフタレート、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサンテレフタレート、ポリアルキ
レンナフタレート（ＰＡＮ）及びポリヒドロキシベンゾエート、並びにヒドロキシル末端
化ポリエーテルから誘導されたブロックポリエーテルエステル；及びまたポリカーボネー
ト又はＭＢＳで変性されたポリエステル。
【０１１４】
　１９．ポリカーボネート及びポリエステルカーボネート。
【０１１５】
　２０．ポリケトン。
【０１１６】
　２１．ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン。
【０１１７】
　２２．フェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素／ホルムアルデヒド樹脂及びメラミン
／ホルムアルデヒド樹脂のような、１方ではアルデヒドから、他方ではフェノール、尿素
及びメラミンから誘導された架橋ポリマー。
【０１１８】
　２３．乾性及び非乾性アルキド樹脂。
【０１１９】
　２４．飽和及び不飽和ジカルボン酸と、架橋剤としての多価アルコール及びビニル化合
物とのコポリマーから誘導される不飽和ポリエステル樹脂、及びまたその低可燃性のハロ
ゲン含有変性体。
【０１２０】
　２５．置換されたアクリレートから誘導された架橋性アクリル樹脂、例えばエポキシア
クリレート、ウレタンアクリレート又はポリエステルアクリレート。
【０１２１】
　２６．メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシアネ
ート又はエポキシ樹脂で架橋されたアルキド樹脂、ポリエステル樹脂及びアクリレート樹
脂。
【０１２２】
　２７．脂肪族、環式脂肪族、複素環式又は芳香族グリシジル化合物、例えばビスフェノ
ールＡとビスフェノールＦのジグリシジルエーテル生成物から誘導される架橋されたエポ
キシ樹脂であって、酸無水物又はアミンのような慣用の硬化剤により、又は所望により促
進剤の存在下、架橋された前記エポキシ樹脂。
【０１２３】
　２８．セルロース、ゴム、ゼラチンのような天然ポリマー及び化学的に変性されたそれ
らの同族の誘導体、例えば酢酸セルロース、プロピオン酸セルロース及び酪酸セルロース
、又はメチルセルロースのようなセルロースエーテル、並びにロジン及びその誘導体。
【０１２４】
　２９．前記ポリマーのブレンド（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミド
／ＥＰＤＭ又はＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／ＡＢ
Ｓ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／アクリ
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レート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、ＰＯ
Ｍ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６及びコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰＥ、
ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ又はＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【０１２５】
　成分（ａ）は好ましくは、熱可塑性の天然又は合成ポリマーである。
　好ましい成分（ａ）の例は以下のものである：
　ａ）オレフィンモノマー、例えばエチレン及びプロピレン、並びに１－ブテン、１－ペ
ンテン、１－ヘキセン又は１－オクテンのような高級１－オレフィンのホモ及びコポリマ
ー。特に好ましくは、ポリエチレン、ＬＤＰＥ及びＬＬＤＰＥ、ＨＤＰＥ及びポリプロピ
レン。
　ｂ）オレフィンモノマーと、ブタジエン、イソプレン及び環状オレフィン、例えばノル
ボルネンのようなジオレフィンモノマーとのホモ－及びコポリマー。
　ｃ）１種以上の１－オレフィン及び／又はジオレフィンと、一酸化炭素及び／又は、ア
クリル酸及び対応するアクリルエステル、メタクリル酸及びその対応するエステル、酢酸
ビニル、ケトンビニル、スチレン、マレイン酸無水物及び塩化ビニルを含むがこれらに限
定されない、他のビニルモノマーとのコポリマー。
　ｄ）ポリビニルアルコール。
　ｅ）ポリスチレン。
　ポリオレフィン、特にポリエチレンが特に興味深い。
　本発明の好ましい態様に従うと、成分（ａ）は、ポリオレフィンホモ－又はコポリマー
、澱粉で変性されたポリオレフィン又は澱粉をベースとしたポリマー複合体、特にポリエ
チレン、ポリプロピレン、ポリエチレンコポリマー又はポリプロピレンコポリマーである
。
【０１２６】
　成分（ｂ－０）は例えば、有機ポリマー（＝成分（ａ））の質量に対し、０．０１ない
し１０％、好ましくは０．０１ないし５％の量で、該有機ポリマー中に存在する。
　成分（ｂ－Ｉ）は例えば、有機ポリマー（＝成分（ａ））の質量に対し、０．００５な
いし１０％、好ましくは０．００５ないし５％の量で、該有機ポリマー中に存在する。
　成分（ｂ－ＩＩ）は例えば、有機ポリマー（＝成分（ａ））の質量に対し、０．００５
ないし２０％、又は０．００５ないし１０％、好ましくは０．１ないし１５％又は１ない
し１０％の量で、該有機ポリマー中に存在する。
　成分（ｂ－ＩＩＩ）は好ましくは、分解し得るポリマーの総質量に対し、０．０５ない
し８０％、好ましくは０．５ないし７０％の量で、該分解し得るポリマー中に存在する。
　成分（ｂ－ＩＶ）は好ましくは、分解し得るポリマーの総質量に対し、０．０５ないし
４０％、好ましくは０．５ないし３０％の量で、該分解し得るポリマー中に存在する。
　成分（ｂ－Ｖ）は好ましくは、分解し得るポリマーの総質量に対し、０．０１ないし２
０％、好ましくは０．０１ないし１０％の量で、該分解し得るポリマー中に存在する。
　成分（ｂ－ＶＩ）は好ましくは、分解し得るポリマーの総質量に対し、０．０５ないし
１０％の量で、該分解し得るポリマー中に存在する。
　成分（ｂ－ＶＩＩ）は好ましくは、分解し得るポリマーの総質量に対し、０．００５な
いし１％、特に０．０１ないし０．３質量％の量で、該分解し得るポリマー中に存在する
。
　成分（ｂ－ＶＩＩＩ）は好ましくは、分解し得るポリマーの総質量に対し、０．００５
ないし５％、特に０．０５ないし１質量％の量で、該分解し得るポリマー中に存在する。
【０１２７】
　上記成分は、既知の方法により制御された形態で、例えば造形前又はその最中に、熱可
塑性の天然又は合成ポリマー又はワックスに配合され得るか、又は必要によりその後の溶
媒の蒸発を伴って、溶解されたか又は分散された化合物を熱可塑性の天然又は合成ポリマ
ー又はワックスに塗布され得る。成分は、粉体、顆粒又は例えば２．５ないし２５質量％
の濃度でこれらの成分を含むマスターバッチの形態で、熱可塑性の天然又は合成ポリマー
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又はワックスに添加され得る。
　所望により、成分（ｂ－０）及び（ｂ－Ｉ）及び所望により（ｂ－ＩＩ）ないし（ｂ－
ＶＩＩＩ）は、熱可塑性の天然又は合成ポリマー又はワックスへの配合前に、互いにブレ
ンドされ得る。それらは、重合前又はその最中に或いは架橋前に、ポリマーに添加され得
る。
　本発明はとりわけ、湿った環境での分解が望まれるすべての範囲において有益である。
本発明の添加剤の使用は、上記の組成物から作られた製品が分解のために最終的に保管さ
れる場所の気候条件に応じ得る。
【０１２８】
　本発明に従い作られた幾つかの例となる製品の概要は、以下のとおりである。典型的に
、製品は、比較的長期の耐用年数とそれに続く、比較的短期のその場で又は埋立地のいず
れかで脆化及び崩壊が起きる期間を有することが必要とされる。製品は、ポリオレフィン
又は他の有機ポリマーからなるフィルム製品であり得る。
　適する農業用品の例は、マルチフィルム、小トンネル用フィルム、バナナバッグ、ダイ
レクトカバー、不織布、より糸及び鉢である。
　前述の例のすべてにおいて、本発明に従い作られた製品は、使用の間にその特性を維持
し、及びその耐用年数後に分解する。
　マルチフィルムが、本発明の特に好ましい態様である。
　マルチフィルムは、植物の生育の初期段階において、該植物を保護するために使用され
る。植物の種及び目的に応じて、マルチフィルムは、播種後に又は播種と同時に置かれ得
る。それは、植物が特定の生育段階に到達するまで該植物を保護する。収穫が終了した場
合、農地は他の栽培のために整備される。
　標準的なプラスチックフィルムは、新しい栽培を可能にするために収集され及び処分さ
れなければならない。標準的なプラスチック製のマルチフィルムに添加された場合、本発
明の添加剤系（成分（ｂ－０）及び（ｂ－Ｉ）及び所望により（ｂ－ＩＩ）ないし（ｂ－
ＶＩＩＩ））は、植物が必要とされる生育まで到達するまでフィルムがその性能を維持し
、その後分解が始まり、そして新しい栽培が開始されなければならないときには、完全に
脆化することを、可能にする。
　耐用年数の及び分解までの期間及び完全な消滅までの期間の長さは、植物の種類及び環
境条件に応じる。特定の時間的な必要性に応じて、添加剤組み合わせが設計される。
【０１２９】
　本発明の添加剤系の主要な成分は、後分解添加剤系（成分（ｂ－０）及び（ｂ－Ｉ）及
び所望により（ｂ－ＩＩ））である。後分解系の適切な投与量により、必要とされる耐用
年数及び分解及び消滅までの期間が得られ得る。マルチフィルムの連携的な耐用年数の例
は、１０ないし１８０日であり、２４ヶ月までの耐用年数がまた必要され及び達成され得
る。
　このように、本発明のさらに好ましい態様は、上記定義された添加剤混合物を含み及び
１０ないし７２０日の耐用年数を有するマルチフィルムである。
　マルチフィルムは、農学的な必要性に基づき、単層又は多層（好ましくは３層）であり
、透明であるか又は適切に着色（白色、黒色、銀色、緑色、茶色）され得る。
　マルチフィルムの厚さは例えば、５ないし１００マイクロメーターの範囲にあり得る。
１０ないし６０マイクロメーターのフィルムが好ましい。
【０１３０】
　本発明のさらなる態様は、有機ポリマーから作られた農農業用品の耐候性及び分解を制
御するための方法であって、該方法は、本願明細書に定義される添加剤混合物を有機ポリ
マーに配合することを含む方法である。
　本発明のもう一の態様は、
（ｂ－０）光増感剤、
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び所望により
（ｂ－ＩＩ）無機過酸化物又は無機超酸化物
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を含む添加剤混合物である。
　本発明の他の態様は、以下の成分
（ｂ－０）光増感剤、
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び
（ｂ－Ｖ）式
【化１３】

で表される２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１，４－ジイル基を含む光安定剤
、例えば上記項目２．６の下で列挙されるもの
を含む添加剤混合物に、
　以下の成分
（ｂ－０）光増感剤、
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩、及び
（ｂ－ＩＶ）カーボンブラック
を含む添加剤混合物に、
　以下の成分
（ｂ－０）式（Ａ★）又は（Ｂ★）
【化１４】

【化１５】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、互いに独立して、水素原子、
炭素原子数８ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオ
キシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原
子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２
又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の
炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロア
ルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１
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０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基に
より置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基
からなる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子
数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテ
ロ環基、ポリオキシアルキレン残基；又は基－Ｏ－Ｘ１、－Ｃ（Ｏ）－Ｘ２、－Ｏ－Ｃ（
Ｏ）－Ｘ３、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｘ４、－Ｎ（Ｘ５）（Ｘ６）、－Ｓ－Ｘ７、－ＳＯ２－Ｏ
－Ｘ８、又は－ＳＯ２－Ｎ（Ｘ９）（Ｘ１０）を表し、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９及びＸ１０は、互いに独立し
て、水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１
０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基又はヒドロキシ基
により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし２０のアル
ケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２又は３個の炭素原子数１
ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；
炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０
のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基；フェニル基
、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及
びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基により置換されたフェニル
基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基
、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択され
る１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７ないし９のフェニル
アルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシ
アルキレン残基を表し；及び
　Ｘ１は、さらに炭素原子数８ないし２０のアルキル基を表し；及び
　Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９及びＸ１０は、互いに独立して、さ
らに炭素原子数１ないし２０のアルキル基を表すが；但し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ

５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８からなる群のうち少なくとも１つの基は水素原子とは異なり；
　ｎは２又は３を表し、
　ｎが２を表す場合、Ａは、基－Ｙ１－Ｚ１－Ｙ２－又は基－ＳＯ２－Ｎ（Ｇ０）－Ｚ１

－Ｎ（Ｇ１）－ＳＯ２－を表し、
　Ｙ１及びＹ２は、互いに独立して、＞Ｎ－Ｇ２、－Ｏ－又は－Ｓ－を表し、
　Ｚ１は、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、酸素原子、硫黄原子又は＞Ｎ－Ｇ３

により中断された炭素原子数２ないし１６のアルキレン基；炭素原子数２ないし１２のア
ルケニレン基、炭素原子数２ないし１２のアルキニレン基、炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン－（炭素原子数１ないし
４のアルキレン）－炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基、炭素原子数１ないし
４のアルキレン－（炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン）－炭素原子数１ないし
４のアルキレン基、フェニレン基、フェニレン－（炭素原子数１ないし４のアルキレン）
－フェニレン基又は炭素原子数１ないし４のアルキレン－フェニレン－炭素原子数１ない
し４のアルキレン基又は式
【化１６】

で表される基を表し、
　Ｙ３は、－Ｏ－Ｇ４、－Ｓ－Ｇ５又は－Ｎ（Ｇ６）（Ｇ７）を表し、
　Ｇ０、Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、Ｇ５、Ｇ６及びＧ７は、互いに独立して、水素原子、
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炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし１０のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオ
キシ基又はヒドロキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原
子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２
又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の
炭素原子数１ないし１０のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし９のシクロア
ルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１
０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の基に
より置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１
ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基及びヒドロキシ基から
なる群より選択される１、２又は３個の基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７
ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環
基、又はポリオキシアルキレン残基を表し；
　ｎが３を表す場合、Ａは、基－Ｙ４－Ｚ２（Ｙ５－）（Ｙ６－）を表し、
　Ｙ４、Ｙ５及びＹ６は、互いに独立して、－Ｎ（Ｇ８）－、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－Ｎ
（Ｇ９）－ＳＯ２－を表し、
　Ｇ８及びＧ９は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、
炭素原子数１ないし１０のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし１０のアルキル）
アミノ基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基又はヒドロキシ基により置換された炭
素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし２０のアルケニル基、炭素原子
数５ないし１２のシクロアルキル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキ
ル基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数５ないし
９のシクロアルケニル基、１、２又は３個の炭素原子数１ないし１０のアルキル基により
置換された炭素原子数５ないし９のシクロアルケニル基；フェニル基、炭素原子数１ない
し１０のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基から
なる群より選択される１、２又は３個の基により置換されたフェニル基；炭素原子数７な
いし９のフェニルアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数１ない
し１０のアルキルオキシ基及びヒドロキシ基からなる群より選択される１、２又は３個の
基によりフェニル基上で置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換
であるか又は置換された５又は６員環のヘテロ環基、又はポリオキシアルキレン残基を表
し、及び
　Ｚ２は、炭素原子数５ないし２５のアルカントリイル基又は２，４，６－トリアジント
リイル基を表す。］
で表されるアントラキノン誘導体、及び
（ｂ－Ｉ）遷移金属の有機塩
を含む添加剤混合物、
に関する。
【０１３１】
　幾つかのアントラキノン誘導体は新規である。従って本発明のもう一の態様は、
　２，６－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノン、
　１－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－イルアミ
ノ）－アントラキノン、
　２－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－イルアミ
ノ）－アントラキノン、
　２，６－ビス［４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジン－２－
イルオキシ］－アントラキノン、
　２－（２－エチル－ヘキシルオキシ）－１－オクタデシルオキシ－アントラキノン、
　１，２－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノン、
　１，２－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノン、
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　１，２－ビス［オクチルオキシ］アントラキノン、
　１，５－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノン、
　９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－スルホン酸ドデシルア
ミド、
　２，６－ビス［ステアロイルオキシ］アントラキノン、及び
　ビス［９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－スルホン酸］－
１’，１２’－ドデカンジイルジアミド
に関する。
【０１３２】
　本発明の他の態様は、熱可塑性の天然又は合成ポリマー又はワックス、及び上記定義さ
れた新規アントラキノン誘導体の少なくとも１種又は上記定義された新規添加剤混合物の
１種を含む組成物；並びにそのような組成物から作られたポリマー製品である。適したポ
リマー製品の例は、本願明細書に与えられている。
　本発明はまた、天然又は合成ポリマー又はワックスに上記定義された新規アントラキノ
ン誘導体の少なくとも１種を配合することを含む、該天然又は合成ポリマー又はワックス
の耐候性及び分解を制御する方法に関する。
　本発明の他の態様は、
　（ａ）有機ポリマー、及び
　（ｂ）上記定義された式（Ａ）又は（Ｂ）で表されるアントラキノン誘導体
を含む組成物から作られた農業用品である。
【０１３３】
　本発明のさらなる態様はまた、以下の対象：
（ａ）有機ポリマー
（ｂ－Ｉ）前記有機ポリマーの質量に対し、遷移金属の有機塩を０．００５ないし１０質
量％、
（ｂ－ＩＩ）前記有機ポリマーの質量に対し、無機過酸化物又は無機超酸化物を１ないし
１０質量％
を含む組成物
から作られたポリマー製品、
　成分（ｂ－Ｉ）が、炭素原子数２ないし３６のカルボン酸の、Ｆｅ、Ｃｅ、Ｃｏ、Ｍｎ
、Ｃｕ又はＶ塩であり、且つ成分（ｂ－ＩＩ）が、ＣａＯ２である、上記定義されたポリ
マー製品、
　農業用品である、上記定義されたポリマー製品、
　前記農業用品が、マルチフィルム、小トンネル用フィルム、作条用カバー、バナナバッ
グ、ダイレクトカバー、不織布、より糸及び鉢からなる群より選択される、上記定義され
たポリマー製品、
　包装材であり及び／又は消費者製品のために使用される、上記定義されたポリマー製品
、
　前記包装材が、食品、飲料又は化粧品のためである、上記定義されたポリマー製品、
　衛生用品又は医薬用品である、上記定義されたポリマー製品、
　フィルム、繊維、異形品、ボトル、タンク、コンテナ、シート、バッグ、発泡スチレン
カップ、プレート、ブリスター包装材、ボックス、包装ラップ及びテープからなる群より
選択される、上記定義されたポリマー製品、
　射出成形、ブロー成形、圧縮成形、回転成形、スラッシュ成形、押出し、フィルムキャ
スティング、フィルムブローイング、圧延、熱成形、紡糸又は回転キャスティングにより
成形される、上記定義されたポリマー製品、
（ａ）有機ポリマー、及び
（ｂ－ＩＩ）前記有機ポリマーの質量に対し、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の無機
過酸化物、或いはアルカリ金属の無機超酸化物、或いは過酸化亜鉛を１ないし１０質量％
を含む組成物
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　成分（ｂ－ＩＩ）が、Ｎａ２Ｏ２、ＣａＯ２、ＺｎＯ２又はＭｇＯ２である、上記定義
されたポリマー製品、
　成分（ａ）が、
　ポリエステル、熱可塑性の脂肪族又は部分的に芳香族のポリエステルウレタン、脂肪族
の又は芳香脂肪族のポリエステルカーボネート、及び脂肪族の又は部分的に芳香族のポリ
エステルアミド、ポリビニルアルコール又はそれらのブレンド；或いは、
　上記ポリマーの１種以上と、天然の又は変性された澱粉、多糖類、リグニン、木粉、セ
ルロース又はキチンとのブレンド；或いは
　グラフトポリマー
からなる群より選択された分解し得るポリマーである、上記定義されたポリマー製品、
に関する。
【０１３４】
　成分（ａ）の他の例は、ポリエチレンスクシネート、ポリブチレンスクシネート、ポリ
ブチレンスクシネート／アジペート、ポリブチレンスクシネート／カーボネート、ポリブ
チレンスクシネート／テレフタレート、ポリブチレンアジペート／テレフタレート、ポリ
テトラメチレンアジペート／テレフタレート、ポリブチレンアジペート／テレフタレート
、ポリカプロラクトン、ポリ（ヒドロキシアルカノエート）、例えばポリ３－ヒドロキシ
ブチレート、ポリ－３－ヒドロキシブチレート／オクタノエートコポリマー、ポリ－３－
ヒドロキシブチレート／ヘキサノエート／デカノエートターポリマー、及びポリ乳酸であ
る。
【０１３５】
　分解し得るポリマーの例は、幾つかの論文、例えばＧ．Ｈｉｎｒｉｃｈｓｅｎ他．，Ｍ
ａｃｒｏｍｏｌ．Ｍａｔｅｒ．Ｅｎｇ．，２７６／２７７，１ないし２４（２０００）及
びＭ．Ｆｌｉｅｇｅｒ他．，Ｆｏｌｉａ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ．４８（１），２７ないし
４４（２００３）に引用されている。分解し得るポリエステルについての包括的な概要は
、Ａ．Ｓｔｅｉｎｂｕｅｃｈｅｌ，Ｙ．Ｄｏｉ（第８版），Ｗｉｌｅｙ　ＶＣＨ，Ｗｅｉ
ｎｈｅｉｍ（２００１）のＢｉｏｐｌｏｙｍｅｒｓ，Ｖｏｌｕｍｅｓ　３ａ，３ｂ及び４
に与えられている。
　熱可塑性の脂肪族又は部分的に芳香族のポリエステルウレタン、脂肪族の又は芳香脂肪
族のポリエステルカーボネート、及び脂肪族の又は部分的に芳香族のポリエステルアミド
は、米国特許第６，３０７，００３号明細書に与えられている。分解し得るポリウレタン
のさらなる例は、米国特許第５，９６１，９０６号明細書及び第５，８９８，０４９号明
細書に与えられている。分解し得るポリエステルアミドの例は、米国特許第５，５１２，
３３９号明細書に与えられている。上記米国特許は、参照により本願明細書に組み込まれ
ている。
　分解し得るポリマーの由来は、発酵により又は遺伝子的に変性された植物内での製造に
よる化学物質であり得る。
【０１３６】
　以下の例が本発明をより詳細に示す。特に示されないならば、すべてのパーセンテージ
及び部が質量によるものである。
【実施例】
【０１３７】
実施例（Ａ－１）：２－ドデシル－アントラキノンの製造
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【化１７】

　２－ドデシル－アントラキノンを、２段階合成において得た。
ａ）２－（４－ドデシル－ベンゾイル）－安息香酸の合成を、クロロホルム５００ｍＬの
存在下で、フリーデルクラフツ反応において、ドデシルベンゼン４５．０ｇとフタル酸無
水物２９．８ｇとを反応させることにより行った。反応抽出物の混合物へのＡｌＣｌ３５
８．５ｇの添加により、わずかな発熱が観察されたのに続き、１．５時間、ＨＣｌガスの
発生があった。ガス形成が停止した後、ガス形成が再度観察されるまで反応混合物を煮沸
し、ＨＣｌガスがもはや形成されなくなるまでさらに５時間還流した。室温まで冷却した
後、反応塊を、水３００ｍＬ中に注ぎ、ＨＣｌを用いて酸性とし、そして濾過した。粗生
成物を、ｐＨ７となるまで水を用いて洗浄した。２－（４－ドデシル－ベンゾイル）－安
息香酸が、白色の結晶固体として得られた。
融点：８５℃（収率：４８％）
　ＮＭＲ解析により一般構造を確認した（異性体の存在のための証明である）。
ｂ）２－（４－ドデシル－ベンゾイル）－安息香酸誘導体の閉環を、濃硫酸中で、９０℃
にて６時間、該化合物を加熱することにより行った。２－ドデシル－アントラキノンが、
黄色固体として得られた。
融点：９９ないし１０５℃（収率：２０％）
【０１３８】
実施例（Ａ－２）：２，６－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノンの製造
【化１８】

　２，６－ジヒドロキシ－アントラキノン８５ｇを、Ｎ，Ｎ’－ジメチルアセトアミド１
０００ｍＬを含む、自動撹拌器、温度計及び還流冷却器付きの、２リットルの丸底フラス
コに加えた。２，６－ジヒドロキシ－アントラキノンが溶解するまで、混合物を８０℃ま
で加熱した。Ｋ２ＣＯ３１２２ｇを加え、そして混合物を１時間撹拌した。その後、２－
エチルヘキシルブロミド２０５．４ｇを、３０分以内で滴下添加した。その後、反応物を
８０℃にて８時間そのままにした。反応物をその後濾過し、そしてロータリーエバポレー
タを使用して溶媒を蒸発させた。残留物をトルエン中に採取し、水を用いて３回洗浄し、
引き続いて活性炭、トンシルアース（ｔｏｎｓｉｌ　ｅａｒｔｈ）を用いて処理し、そし
て濾過した。蒸発により溶媒を除去した後、所望の生成物が、イソプロパノール４００ｍ
Ｌからの再結晶化により精製された黄色固体として、得られた。
融点：７０．９ないし７４．７℃（収率：６２％）
【０１３９】
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実施例（Ａ－３）：２，６－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノンの製造
【化１９】

　自動撹拌器、温度計、滴下漏斗及びコンデンサ付きの５００ｍＬの丸底フラスコ中で、
２，６－ジヒドロキシ－アントラキノン１０ｇ及びＫ２ＣＯ３１６．２ｇを、Ｎ，Ｎ’－
ジメチルアセトアミド１００ｍＬ中に懸濁し、そして１２０℃まで加熱した。１時間後、
１－ブロモ－オクタデカン３９．１ｇを滴下添加した。添加を完了後、混合物をさらに５
時間加熱した。室温に冷却後、反応混合物を一晩静置し、その間に黄色の沈澱物が形成し
た。ＴＬＣ（薄層クロマトグラフィー）解析が、出発物質２，６－ジヒドロキシアントラ
キノンの存在を示したので、Ｋ２ＣＯ３のさらに５ｇを添加し、そして反応物をさらに２
時間再加熱した、再度のＴＬＣ解析により、２，６－ジヒドロキシ－アントラキノンの完
全な転換を確認した。室温に冷却後、混合物を濾過し、そして茶色の固体が得られた。粗
生成物を７０℃にてトルエン中に溶解し、そして水１００ｍＬを用いて３回洗浄した。有
機溶媒の蒸発後、所望の生成物が、トルエンから再結晶化された黄色粉体として得られた
。
融点：１１２ないし１２２℃（収率：７１％）
【０１４０】
実施例（Ａ－４）：１－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジ
ン－２－イルアミノ）－アントラキノンの製造
【化２０】

　自動撹拌器、温度計及びコンデンサ付きの５００ｍＬの丸底フラスコ中で、フェノール
５０ｇを６０℃にて融解させた。１－アミノ－アントラキノン１５ｇ及びＮ，Ｎ，Ｎ’，
Ｎ’－テトラブチル－６－クロロ－［１，３，５］－トリアジン－２，４－ジアミン４９
．６ｇを添加した。反応物を１４０℃に加熱し、そして４時間反応させた。混合物をジク
ロロメタン１００ｍＬを用いて希釈し、そしてその後、ＮａＯＨ２６ｇを含む水５００ｍ
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Ｌ中に注いて、フェノールを除去した。得られた沈澱物を濾過し、水１００ｍＬ及びアセ
トン１５０ｍＬを用いて洗浄した。所望の生成物が、他の精製をせずに、橙色粉体として
得られた。
融点：１２８ないし１３３℃（収率：９４％）
【０１４１】
実施例（Ａ－５）：２－（４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－トリアジ
ン－２－イルアミノ）－アントラキノンの製造
【化２１】

　自動撹拌器、温度計及びコンデンサ付きの５００ｍＬの丸底フラスコ中で、フェノール
５０ｇを６０℃にて融解させた。２－アミノ－アントラキノン１２ｇ及びＮ，Ｎ，Ｎ’，
Ｎ’－テトラブチル－６－クロロ－［１，３，５］－トリアジン－２，４－ジアミン３８
ｇを加え、茶色の溶液を形成した。反応物を１４０℃に加熱し、そして４時間反応させた
。混合物をジクロロメタン５０ｍＬ中に注いだ。この溶液を、４０℃にて、ＮａＯＨ２６
．５ｇを含む水５００ｍＬに滴下添加した。有機揮発物を、蒸留により９０℃にて除去し
、そして生じた懸濁液を濾過し、そして水を用いて洗浄して茶色の粉体を得た。シクロヘ
キサンからの再結晶化がが、黄色粉体として所望の生成物を与えた。
融点：１４０ないし１４５℃（収率：７３％）
【０１４２】
実施例（Ａ－６）：２，６－ビス［４，６－ビス［ジブチルアミノ］－［１，３，５］－
トリアジン－２－イルオキシ］－アントラキノンの製造
【化２２】

　自動撹拌器、温度計、滴下漏斗及びコンデンサ付きの５００ｍＬの丸底フラスコ中に、
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ＴＨＦ（テトラヒドロフラン）３００ｍＬ、水２０ｍＬ及び２，６－ジヒドロキシ－アン
トラキノン１５ｇを加えた。溶液を０℃に冷却し、そして１時間撹拌した。その後、Ｎａ
ＯＨ２．７５ｇを加え、そして１時間撹拌した。その後、ＴＨＦ５０ｍＬ中に溶解した塩
化シアヌル１２．６５ｇを３０分以内に滴下添加し、それにより沈澱物が形成した。添加
の完了後、反応物を０℃にてさらに１時間撹拌し、そしてその後２５℃まで加温し、そし
て該温度にて１２時間撹拌した。反応混合物をその後、濾過し、そして水を用いて洗浄し
て、塩を除去した。沈澱物をトルエン中に懸濁し、還流し、そしてジブチルアミン５７ｇ
を３０分以内に滴下添加した。反応を１１０℃にて８時間続けた。室温に冷却後、トルエ
ン相を、Ｋ２ＣＯ３３１．７ｇを含む水２００ｍＬを用いて抽出し、その後水１００ｍＬ
を用いて２回洗浄した。トルエンの除去後、イソプロパノールからの再結晶化により精製
された赤色の粉体が得られた。
融点：１００ないし１０５℃（収率：４２％）
【０１４３】
実施例（Ａ－７）：２－（２－エチル－ヘキシルオキシ）－１－オクタデシルオキシ－ア
ントラキノンの製造
【化２３】

　合成は、自動撹拌器、温度計及び還流冷却器付きの５００ｍＬの丸底フラスコ中で行っ
た。Ｎ，Ｎ’－ジメチルアセトアミド２００ｍＬ中に、ＫＨＣＯ３９．１４ｇ及び１，２
－ジヒドロキシ－アントラキノン（アリザリン）２０ｇを混合し、そして１時間で８０℃
まで加熱した。２－エチルヘキシルブロミド２７．６ｇを３０分以内に滴下添加した。６
時間後、反応を完了した。その後、ＫＨＣＯ３０．９当量を添加し、そして混合物を１０
０℃まで加熱し、そして該温度に保持した。４時間後、１－ブロモ－オクタデカン２７．
６ｇを、３０分以内にＫＨＣＯ３さらに１当量とともに混合物に添加した。２時間後、温
度を１２５℃まで上げ、さらに２時間維持し、そしてその後、１－ブロモ－オクタデカン
０．５当量を添加した。反応を２時間し続けた。完了後、反応混合物を室温まで冷却し、
そして沈澱した生成物を濾過し、そして水５００ｍＬを用いて洗浄した。得られた粗生成
物４５ｇをイソプロパノールから再結晶化し、そして加熱したアセトンを用いて洗浄して
、黄色の結晶として所望の化合物３２ｇを得た（９５％ＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラ
フィー））。
融点：６１ないし６８℃（収率：６４％）
【０１４４】
実施例（Ａ－８）：１，２－ビス［オクタデシルオキシ］アントラキノンの製造
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【化２４】

　１，２－ジヒドロキシ－アントラキノン２０ｇ及びＫ２ＣＯ３３４．４ｇを、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアセトアミド２５０ｍＬを含む、自動撹拌器、温度計及び還流冷却器付きの５０
０ｍＬの丸底フラスコ中に加えた。混合物を８０℃まで加熱し、そしてその後、６０分間
撹拌した。その後、１－ブロモ－オクタデカン８２．９ｇを１時間以内に、分けながら添
加した。反応を６時間し続けた。周囲温度まで冷却した後、濃厚な沈澱物が形成した。混
合物を濾過できるように、さらなる溶媒１００ｍＬを添加した。フィルタケーキを、Ｎ，
Ｎ－ジメチルアセトアミド５０ｍＬ及び水２００ｍＬを用いて洗浄した。残留物を、N，
Ｎ－ジメチルアセトアミド中に再度採取し、濾過し及び水２００ｍLを用いて洗浄した。
所望の生成物が黄色粉体として得られた。
融点：１００ないし１０７℃（収率：９３％）
【０１４５】
実施例（Ａ－９）：１，２－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノンの製造
【化２５】

　１，２－ジヒドロキシ－アントラキノン１００ｇを、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド５
００ｍＬを含む、自動撹拌器、温度計及び還流冷却器付きの２リットルの丸底フラスコ中
に加えた。混合物を３０分間で８０℃まで加熱した。Ｋ２ＣＯ３１７２．６ｇを添加し、
そして混合物を８０℃にて１時間放置した。その後、２－エチルヘキシルブロミド２４１
．８ｇを１時間以内に滴下添加した。反応物を、合わせて８時間反応させた。その後、Ｋ

２ＣＯ３１をさらに０．５当量添加し、そして８０℃にてさらに１時間加熱し続けて、反
応を完了した。塩を除去するための濾過後、溶媒を蒸発させた。残留した茶色のオイルを
トルエン５００ｍＬ中に溶解し、活性炭及びトンシルアースを用いて処理し、水２００ｍ
Ｌを用いて３回洗浄し、そして最後に硫酸ナトリウムを用いて乾燥した。所望の生成物１
４６ｇが橙色のオイルとして得られた。
融点なし（液体）
（収率：７５％）
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【０１４６】
実施例（Ａ－１０）：１，２－ビス［オクチルオキシ］アントラキノンの製造
【化２６】

　自動撹拌器、熱電温度計、滴下漏斗及びコンデンサ付きの４つ首丸底フラスコに、Ｎ，
Ｎ－ジメチルアセトアミド２５０ｍＬ、１，２－ジヒドロキシ－アントラキノン５０ｇ及
びＫ２ＣＯ３８６．３ｇを、続けて入れた。混合物を８０℃まで加熱し、そして該温度で
１時間撹拌した。１－オクチルブロミド１００．９ｇを３０分以内に滴下添加した。反応
を８０℃にて４時間進行させた。室温まで冷却したことにより、生成物が溶液から沈澱し
て、濃厚なパルプ状物を形成した。Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド５０ｍＬを添加して、
混合物の操作性を向上させた。反応塊をその後濾過し、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド５
０ｍＬを用いて、そして最後に水を用いて洗浄して、形成した塩を除去した。残留した固
体をＣＨ２Ｃｌ２５００ｍＬ中に溶解し、水２００ｍＬを用いて３回洗浄し、無水Ｎａ２

ＳＯ４を用いて乾燥し、そしてトンシルアース及び活性炭を用いて処理した。トンシルア
ースを用いた濾過後、生じた黄色の溶液をロータリーエバポレーターを用いて濃縮して、
黄色の固体として所望の生成物７０ｇを得た。
融点：９１ないし９４℃（収率：７２％）
【０１４７】
実施例（Ａ－１１）：１，５－ビス［２－エチル－ヘキシルオキシ］アントラキノンの製
造
【化２７】

　２リットルのオートクレーブに、水７５０ｍＬ及びＫＯＨ４１ｇを入れた。その後、１
，５－ジヒドロキシアントラキノン５０ｇをゆっくりと撹拌しながら添加し、その後２－
エチルヘキシルブロミド１２０ｇ及びベンジル－ジメチル－オクチル－アンモニウムクロ
リド（相間移動触媒）０．５ｇを添加した。撹拌頻度を２５０ｒｐｍまで上げ、そして反
応塊を、１時間以内に１７０℃まで加熱した。該温度に到達後、反応を８時間し続けた。
その後、混合物を８０℃まで冷却し、そして反応塊をビーカーに注ぎ、そして室温まで冷
却させた。撹拌下、ＣＨ２Ｃｌ２８００ｍＬを加え、そして混合物を３０分間撹拌した。
生じた２相を分液漏斗を用いて分離した。有機相を水を用いて３回洗浄し、そして続いて
トンシルアース及び活性炭を用いて処理した。溶媒をその後、ロータリーエバポレーター
を用いて蒸発させた。得られた暗色の残留物を、イソプロパノールから２回、再結晶させ
た（溶媒と固体の比は、２：１容量／質量である。）。ＧＬＣ（気液クロマトグラフィー
）解析により、二置換された生成物が８４％であり、及び一置換された生成物が１４％で
あることが明らかとなった。イソプロパノールからの３回目の結晶化段階の後に、黄色固
体２１．２ｇが得られた。ＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラフィー）及び１Ｈ－ＮＭＲ解
析により、一置換された誘導体の除去が確認された。
融点：１０５℃（収率：２２％）



(52) JP 2008-534759 A 2008.8.28

10

20

30

40

【０１４８】
実施例（Ａ－１２）：１，５－ビス［オクチルオキシ］アントラキノンの製造
【化２８】

　実施例（Ｉ－ｂ－１－１３）に記載される一般的な合成手順を適用した。反応を８時間
後に終了した。水相を、ＣＨ２Ｃｌ２２×５００ｍＬ中に採取し、そして分離した。有機
相をその後、水２００ｍＬを用いて３回洗浄した。トンシルアース、活性炭及び無水Ｎａ

２ＳＯ４を用いた処理の後、生じた橙色の溶液をロータリーエバポレーターを用いて濃縮
した。得られた茶色の固体を、イソプロパノール（２：１）から２回再結晶化して、橙色
の固体を得た。ＨＰＬＣ解析により、一置換された生成物２２％の存在が確認された。そ
こで、固体をＣＨ２Ｃｌ２２５０ｍＬに再溶解し、そして溶液を２５質量％ＫＯＨ水溶液
１００ｍＬを用いて処理した。形成した沈澱物を濾去し、そして生じた溶液を濃縮して、
イソプロパノールから再結晶化した橙色－黄色の固体を得た。黄色の固体３４．２ｇが得
られた。ＨＰＬＣ及び１Ｈ－ＮＭＲ解析により、一置換された誘導体の除去が確認された
。
融点：９０ないし９４℃（収率：３５％）
【０１４９】
実施例（Ａ－１３）：９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－ス
ルホン酸ドデシルアミドの製造
【化２９】

　自動撹拌器、熱電温度計、滴下漏斗及びコンデンサ付きの１リットルの丸底フラスコに
、ＴＨＦ３００ｍＬ中に懸濁させた９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラ
セン－２－スルホニルクロリドを入れた。その後、１－ドデシルアミン３７．１７ｇをＴ
ＨＦ１５０ｍＬ中に溶解し、そして室温にて１５分以内に滴下添加した。アミンの添加の
間に２０℃の温度上昇が観察された。溶液を４時間還流し、そしてその後、室温まで冷却
し、続いて溶液から最終生成物の部分的な沈澱を行った。水３００ｍＬを添加し、所望の
生成物の沈澱を導いた。濾過後、沈澱物を水３００ｍＬを用いて４回洗浄し、そして白色
の粉体４２．５ｇが得られた。
融点：１５７ないし１６５℃（収率：９５％）
【０１５０】
実施例（Ａ－１４）：２，６－ビス－ステアロイルオキシ－アントラキノンの製造
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【化３０】

　マグネチックスターラー、熱電温度計、滴下漏斗及び還流冷却器付きの１００ｍＬの、
窒素充填された４つ首丸底フラスコに、室温にて、３０ｍＬＴＨＦ、２，６－ジヒドロキ
シアントラキノン２．４ｇ及びトリエチルアミン１５ｍＬを入れた。その後、ステアロリ
ルクロリド１８．１ｇを室温にて添加した。溶液を３０℃にて２４時間維持し、そしてロ
ータリーエバポレーターを用いて真空内で濃縮した。生じた残留物を、ＴＨＦ及び水を用
いて洗浄し、そして乾燥させた。所望の生成物３．１ｇが成長した固体として得られた。
融点：１２９ないし１３２℃（収率：４０％）
【０１５１】
実施例（Ｂ－１－１）：ビス［９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン
－２－スルホン酸］－１’，１２’－ドデカンジイルジアミドの製造
【化３１】

　９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－スルホニルクロリドの
２当量を使用し、そしてこれを１，１２ドデカンジイルジアミンの１当量と反応させて、
二量体構造を得た。自動撹拌器、熱電温度計及びコンデンサ付きの１００ｍＬの４つ首丸
底フラスコ内で、９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロ－アントラセン－２－スルホ
ニルクロリド１．５ｇをＴＨＦ３０ｍＬ中に溶解し、そして１０分間撹拌した。その後、
ジアミン０．４９ｇを少しずつ添加した。１５分後、Ｋ２ＣＯ３０．７４ｇを含む水溶液
１０ｍＬを滴下添加した。溶液は急速に粘性が高まり、そして６０ないし６５℃まで２時
間で加熱した。冷却後、生じた沈澱物を濾過し、水を用いて洗浄し、そして乾燥させた。
所望の生成物１．７ｇが白色の固体として得られた。
融点：２３８℃（収率：９５％）
【０１５２】
実施例Ａ：
　１）５０μｍ厚のフィルムの調製：
　ターボミキサー（カシア，ラボ（Ｃａｃｃｉａ，Ｌａｂｏ）１０）中で、表中に示され
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た添加剤１％を、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ；ダウレックスＮＧ５０５６－
Ｅ（Ｄｏｗｌｅｘ　ＮＧ　５０５６－Ｅ）（登録商標））；メルトインデックス：１９０
℃及び２．１６ｋｇにて１．１ｇ／１０分）と混合した。ＬＬＤＰＥは、トリス（２，４
－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット０．１２％、ペンタエリトリトールテトラキス
［３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート０．０２％
、及びオクタデシル－３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート０．０３％を含む。混合物を、Ｏ．Ｍ．Ｃ．二軸スクリュー押出機（ｅｂｖ１９
／２５型）を使用して、２００℃の最大温度にて、顆粒へと押出した。顆粒をその後、２
１０℃の最大温度にて駆動するブロー押出機（フォルマック（Ｆｏｒｍａｃ））を使用し
て、５０μｍ厚のフィルムに転換した。
　２）２５μｍ厚のフィルムの調製：
　上記１）の下で記載された手順を、添加剤１０％を使用したことを除いて繰り返し、そ
して得られたポリマー顆粒をその後、同様のＬＬＤＰＥを用いて１０分の１（ｗ／ｗ）に
薄め、そして２１０℃の最大温度にて駆動するブロー押出機（ドルチ（Ｄｏｌｃｉ）（登
録商標））を使用して、２５μｍ厚のフィルムに転換した。
　（“％”は、ＬＬＤＰＥに対する“質量％”を意味する。）
　３）曝露：
　ａ）フィルム試料を、６５００Ｗキセノンランプ（連続ライトサイクル，ブラックパネ
ル温度＝６３℃）付きのＡＴＬＡＳウェザロメーター（ＷＯＭ；Ｃｉ６５Ａ型）内で曝露
した。
　ｂ）フィルムを、典型的なマルチフィルム設置と同様に、一部が園芸土の上となり及び
一部が園芸土の下となるように屋外で曝露した。曝露は、平均照射量がおよそ１１０ＫＬ
ｙｓ／年である、ポテッチョマルコーニ（Ｐｏｎｔｅｃｃｈｉｏ　Ｍａｒｃｏｎｉ）（イ
タリア国，ボローニャ）において、６月から９月まで行った。
【０１５３】
評価パラメータ：
カルボニル増加分（ＣＯ）：曝露時間に応じてのカルボニルバンドの増加分（１７１０ｃ
ｍ－１）の評価は、ＦＴ－ＩＲ　Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｏｎｅ
を用いて観察した（高い数値はポリマーの分解を示す。）。
クラッキングまでの時間：フィルム試料の目で見える損傷は、“表面のクラッキングの最
初の形跡までの時間”に従い評価した。屋外での曝露において、“クラッキングまでの時
間”は、土の表面に曝露された部分において評価した。
　以下の表は、ＷＯＭ曝露における、ポリエチレンフィルムの、ＩＲにより測定されたカ
ルボニル増加分の増大を示している：参考材料は、添加剤を含んでいないフィルムである
。
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【表１】

【表２】

【表３】
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【表４】

【表５】

【表６】
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【表７】

【表８】

【表９】
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【表１０】

【表１１】

【表１２】
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【表１３】

【０１５４】
実施例Ｂ：
（１）フィルムの調製：
　添加剤のマスターバッチを、以下の手順に従い得た：
　添加剤を、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ；ダウレックスＮＧ５０５６－Ｅ；
メルトインデックス：１９０℃及び２．１６ｋｇにて１．１ｇ／１０分）と混合した。Ｌ
ＬＤＰＥは、トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット０．１２％、ペン
タエリトリトールテトラキス［３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオネート０．０２％、及びオクタデシル－３－（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシフェニル）プロピオネート０．０３％を含む。
　以下の表中に示される他の添加剤は：
　ステアリン酸マンガン（シェファードケミカル社（Ｓｈｅｐｈｅｒｄ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から）
　過酸化カルシウム（ソルベー－インテロックス（Ｓｏｌｖａｙ－Ｉｎｔｅｒｏｘ）から
のイクスパー７５Ｃ（Ｉｘｐｅｒ　７５Ｃ）（登録商標））
　ポリ－β－ピネン（ＤＲＴからのデルコライト　Ｓ１１５（Ｄｅｒｃｏｌｙｔｅ　Ｓ１
１５）（登録商標））
である。
　ＬＬＤＰＥの粉体及び添加剤を、ドラム型のフープミキサー（ロンラド（Ｒｈｏｎｒａ
ｄ）中で又はターボミキサー（カシア，ラボ１０）中のいずれかで均質化した。混合物を
、Ｏ．Ｍ．Ｃ．二軸スクリュー押出機（ｅｂｖ１９／２５型）又はコマック（Ｃｏｍａｃ
）二軸スクリュー押出機のいずれかを使用して、２００℃の最大温度にて、顆粒へと押出
した。
　顆粒をその後、同様のＬＬＤＰＥを用いて特定の荷重で薄め、そして２１０℃の最大温
度にて駆動するブロー押出機（ドルチ（登録商標））を使用して、２５μｍ厚のフィルム
に転換した。

【表１４】

【０１５５】
（２）曝露：
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　フィルムを、典型的なマルチフィルム設置と同様に、一部が園芸土の上となり及び一部
が園芸土の下となるように屋外で曝露した。曝露は、平均照射量がおよそ１１０ＫＬｙｓ
／年である、ポテッチョマルコーニ（イタリア国，ボローニャ）において、初夏に行った
。
（３）評価パラメータ：
　ａ）カルボニル増加分（ＣＯ）：曝露時間に応じてのカルボニル吸収バンドの増加分（
１７１０ｃｍ－１）の評価は、ＦＴ－ＩＲ　Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ　Ｓｐｅｃｔｒｕ
ｍ　Ｏｎｅを用いて観察した（高い数値はポリマーの分解を示す。）。
　ｂ）フィルムの外観：フィルム試料の目で見える損傷（クラッキング）は、“表面のク
ラッキングの最初の形跡までの時間”に従い評価した。屋外で曝露されたフィルム試料の
目で見えるクラッキング又は消失は、土の表面及び土の下に曝露された部分の両方におい
て評価した。
　結果を以下の表に示す。
【表１５】

【０１５６】
実施例Ｃ：
　ターボミキサー（カシア（登録商標），ラボ１０）中で、ステアリン酸コバルト１．３
５質量％及び炭酸カルシウム及びＣａＯ２（アルドリッヒ（Ａｌｄｒｉｃｈ）（登録商標
））を含む添加剤マスターバッチを、１９０℃及び２．１６ｋｇにて１．１ｇ／１０分の
メルトインデックスを有するＬＬＤＰＥ（ダウレックス（登録商標）５０５６ＮＧ）と混
合した。混合物を、Ｏ．Ｍ．Ｃ．押出機（ｅｂｖ１９／２５型）を使用して、２００℃の
最大温度にて、顆粒へと押出し、該顆粒をその後、２１０℃の最大温度にて駆動するブロ
ー押出機（フォルマック）を使用して、５０μｍ厚のフィルムに転換した。
　得られたフィルム試料を表Ｃ－１に列挙する。
【表１６】

評価パラメータ：
　クラックまでの時間：表面のクラッキングの最初の形跡までの時間に従い評価した。
　カルボニル増加分（ＣＯ）：曝露時間に応じてのカルボニルバンドの増加分（１７１０
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ｃｍ－１）の評価は、ＦＴ－ＩＲ　Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｏｎ
ｅを用いて観察した。カルボニル増加分は、ポリオレフィンの解析及び分解の評価のため
の幅広い判定基準である。
【０１５７】
試験方法：
　１）水中に浸漬したフィルムを用いた５０℃におけるオーブン老化：
　水（ＨＰＬＣのための、ウォータープラス等級（ｇｒａｄｅ　Ｗａｔｅｒ　ｐｌｕｓ）
，カルロ　エルバ（Ｃａｒｌｏ　Ｅｒｂａ））で満たした石英セル中に封入した、フィル
ム試料ＢないしＤを、空気循環オーブン（ヘラレウス（Ｈｅｒａｅｕｓ）（登録商標），
ＵＴ６１２０型）中に曝露した。曝露時間に応じたカルボニル増加分の増大を、表Ｃ－２
に示す。クラッキングまでの時間を表Ｃ－３に示す。
【表１７】

　結果は、ＣａＯ２の存在下で（試料Ｃ及びＤ）、促進した分解を明らかに示した。
【表１８】

　カルボニル増加分だけでなくクラッキングまでの時間により、ＣａＯ２の存在における
促進した分解が確認された。フィルムＢは、クラッキングの徴候を示さなかった一方で、
ＣａＯ２５質量％を含むフィルムＤは、半分以下の曝露時間でクラッキングを示した。
【０１５８】
　２）７０℃及び１００％湿度におけるオーブン中での曝露時間：
　この場合、フィルムは、水中に完全には浸漬させず、石英フラスコが水で底部を満たさ
れただけであり、そしてオーブン（ホロ（Ｈｏｒｏ）（登録商標），０８０Ｖ型）中で曝
露した。曝露時間に応じたカルボニル増加分の増大を、表Ｃ－４に示す。クラッキングま
での時間を表Ｃ－５に列挙する。
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【表２０】

　フィルムの酸化を促進するための酸素の利用性を高めるために、反応の設定を変えたこ
とにより、表Ｃ－２及びＣ－３に示された結果が確認されたが、ずっと短い時間スケール
で確認された。
【０１５９】
　３）８０℃での土壌中における曝露
　慣用の湿った園芸用の土壌（園芸センター内で得られた）を、蓋付きのプラスチック箱
内に満たした。材料Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤのフィルムを、透明陽画のためのフレームに固定し
、そして土壌中に突っ込んだ。蓋を閉じ、そして試料を８０℃にて実験室用のオーブン内
に置いた。フィルムの外観に関して毎週管理した。５週間後、フィルムＤは茶色っぽく変
化し、そして消失した。土壌を調べると、プラスチック片は見られなかった。フィルムＣ
は、強い黄変及び重大な構造上の損傷（フィルムの穴及びフィルムの部分的欠損。）を示
した。５週間後、フィルムＢは、僅かな黄変を示したが、クラッキングは示さなかった。
フィルムＡはまだ変化しておらず、黄変の形跡も構造上の損傷も示さなかった。
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